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ごあいさつ

公益財団法人オイスカ 理事長  中野悦子

　この一年も世界的に激動の年となりました。2022年２月に始まったロシ
アのウクライナ侵攻による戦争は、４年以上経過した現在でも終結の見通
しには程遠く、また今年に入ってからは中米での動きや、イスラエル・米
国対イランの対立による中東情勢の緊張状態で原油をはじめとする物流の
停滞等を招き、わが国のみならず世界的に国民の生活や経済への影響が大
きな課題となっています。
　さらに、地震をはじめとする自然災害や山林火災、海洋汚染、さまざま
な人災による自然環境の破壊も相変わらず頻発しています。母なる地球か
らの声なき悲鳴を感じるとともに、“人類誕生以来の歴史や教訓に私たちは
何を学び、どう行動してきたのか” “果たして人類は発展・進化している
のか” という問いに思い致さざるを得ない状況が続いています。
　ところで、オイスカは今年で早や創立65周年を迎えます。創立者が唱え
た「物質と精神の調和した社会」の構築という高邁な理念は、混沌とした
国際社会にあって一層輝きを放っていると感じるとともに、その実践活動
体としての自覚と使命をさらに強くしています。私たちは地道ではありま
すが、活動の基本ともいえる農業をはじめとする産業開発や環境保全、人
材育成などの重要性を再確認しつつ、引き続き多くの賛同者の方々と共に
これらの課題に鋭意取り組んでいく所存です。
　さて、令和７年度は①海外開発協力事業、②「子供の森」計画事業、③人
材育成事業、④啓発普及事業の公益４事業をほぼ計画に沿って推進するこ
とができました。ただ残念ながら、財政的な基盤である賛助会員の減少に
歯止めがかかっておらず、将来に向けて引き続き若年層への働きかけや、
収益面の多角化などへの取り組みにも努めてまいりたいと思います。
　公益法人認定法の一部改正が昨年４月から施行されましたが、会計面に
ついての変更は９年度実施に向け準備を進めていきます。また人材育成事
業における技能実習生受け入れ事業については、法改正によって育成就労
制度へと移行しますが、人材育成という本来の目的を失うことなく対処す
る所存です。
　引き続きご支援ご協力、ご指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上
げます。

混迷する国際社会の中で
確実な一歩を
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１／ウィッチュ駐日タイ王国大使（左から2番
目）と面会（25年11月）
２／ウズベキスタン林業庁とMOUを締結
（26年6月）
３／第7回マラ公団 ･オイスカインターナショ
ナルビジネスフォーラム（26年2月）

使のイニシアチブによるもので、プロジェクトは27年の日本・タイ
修好140周年の記念事業の一環として位置づけられています。現地
政府や企業が、オイスカを通して自国の社会課題解決のために主体
的に関わる事例として、今後の新たな国際協力のモデルとなること
が期待されます。
　オイスカは今年の創立65周年を新たな出発点と位置づけ、皆さま
のご支援とご協力を賜りながら、持続可能な社会の実現に向けて一
歩一歩着実に歩みを進めてまいります。
　今後とも変わらぬご理解とご支援を
お願い申し上げます。

公益財団法人オイスカ 専務理事

永石安明

12

3



台湾
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……オイスカ・インターナショナル総局・協力組織がある国と地域

……協力プロジェクトがある国
　
……「子供の森」計画参加国と地域
　
……2025年度日本に在籍した研修生・技能実習生の国
　　

活動地域

　オイスカは本年、創立65周年という節目を迎えます。昨今のアメ
リカ、イスラエルとイランの対立をはじめとする国際情勢の緊張は、
世界のエネルギー供給に深刻な課題を突き付けています。その影響
は政治、経済の両面におよび、先進国、開発途上国を問わず、世界
全体が多くの困難に直面していると言えます。このような状況下で、
オイスカは足元を固め、持続可能な組織運営の基盤を強化すること
が重要であると考えています。会員数も近年減少傾向にあり、今後
法人運営そのものが厳しさを増すことが予想されます。これからも
活動を継続、発展させ、オイスカが掲げる理念「すべての人々がさ
まざまな違いを乗り越えて共存し、自然と調和して生きる世界」を
実現するため、役職員一同さらに気を引き締めてまいります。
　さて2025年度も、21年の創立60周年を機に発表した10ヵ年計画
「EBS（自然の力を活かした社会課題解決）」と「BBS（ビジネスセ

クターとの連携による社会課題解決）」を基軸とした事業を実施し
ました。EBSでは、各国で住民の生計向上を組み込んだ環境保全活
動を推進。特にインドネシアでは、気候変動の影響が年々深刻化す
る中、マングローブ保全を中心としたプロジェクトを継続的に展開
しています。一方BBSでは、本年２月にマレーシアのランカウイ島
において「第７回マラ公団・オイスカビジネスフォーラム」を開催。
メキシコ、インド、台湾、ウズベキスタンなど、初めて日本以外の
国や地域からの参加も呼びかけ、相互の連携の可能性について意見
交換しました。
　また新しい動きとして、オイスカタイが実施するタイ北部チェン
ライ県での植林および森林を活用した生計向上プロジェクトに、タ
イ外務省、駐日タイ王国大使館、そして現地法人であるアユタヤ銀
行などから資金面で支援がなされました。これは、駐日タイ王国大

2025年度

創立65周年を迎えて―持続可能な社会への挑戦―
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事 業 概 要

森田  章

海外事業部  部長

外務省の日本NGO連携無償資金協力を得てフィリピンで進めている養蚕普及拡大による地域住民の生活向上支援事業

地域住民の生計向上を実現しながら
自然の力を活かした社会課題の解決を推進

海外開発協力事業

　

不
透
明
感
の
強
ま
る
世
界
情
勢
の
中
、

財
源
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
な
が
ら
各

国
・
各
分
野
で
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

　

自
然
再
生
・
保
全
活
動
で
は
、
自
然
の

力
を
生
か
し
た
社
会
課
題
解
決（
E
B
S
）

と
し
て
、
各
国
で
住
民
の
生
計
向
上
を
組

み
入
れ
た
緑
化
な
ど
を
推
進
。
想
像
を
超

え
る
気
候
変
動
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
つ
つ

も
、
海
岸
地
域
で
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
保
全

を
中
心
と
し
た
事
業
を
継
続
し
た
ほ
か
、

現
地
政
府
や
支
援
機
関
か
ら
の
助
成
を
受

け
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
沙
漠

緑
化
や
、
タ
イ
北
部
で
の
山
岳
地
帯
を
中

心
と
し
た
E
B
S
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

相
手
国
政
府
と
の
協
約
に
基
づ
き
、
農

業
や
環
境
に
関
す
る
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
各
地
で
続
け
ら

れ
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
若

者
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
農
業
を
中

心
と
し
た
訪
日
研
修
に
加
え
、
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い
る
技
能
実
習
や
高
度
な
技
能

を
持
つ
人
材
の
日
本
へ
の
送
り
出
し
拠
点

と
し
て
の
機
能
も
、
研
修
セ
ン
タ
ー
や
現

地
組
織
が
果
た
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
や
現
地
ス
タ

ッ
フ
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し
な
が
ら
今
後
も

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

主に東南アジア、南太平洋地域を対象に、自然再生・保
全活動、農業研修などの人材育成、持続可能な産業の開
発・促進、それら事業の推進にかかる調査研究、災害か
らの復興支援などを進めています。

●累計植林本数：5,479万7,656本
（陸上：1,809万80本／マングローブ：3,670万7,576本）
●累計植林面積：1万8,725ha
（陸上：9, 578ha ／マングローブ：9,147ha）

2026年3月末現在※「子供の森」計画実績を除く
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※フィジー青年スポーツ省が運営する国立青年研修センターの農業研修をオイスカが受託して実施

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

●　　駐在員・調整員
●　　現地スタッフ
●　　研修生（短期含む）

バングラデシュ
バングラデシュ研修センター ●1 ●7
マングローブ植林プロジェクト事務所 ●4

フィジー
フィジー農林業開発プロジェクト事務所 
●1 ●7 ●20

パプアニューギニア
ラバウル・エコテック研修センター 
●1 ●15 ●51

スリランカ
スリランカ事務所 ●5 ●2

マレーシア
KPD／オイスカ青年研修センター ●21 ●37

ミャンマー
DOA-オイスカ農村開発研修センター ●17
DOA-オイスカ農業指導者研修センター ●17 ●12

タイ
バンコク事務所 ●1 ●4
北部タイ緑化プロジェクト（チェンライ県） ●3
「子供の森」計画（コンケン県） ●1
「子供の森」計画環境保護センター（スリン県）●1
マングローブ植林プロジェクト（ラノーン県）●2

インドネシア
スカブミ研修センター ●2 ●38 ●84
カランガニアル研修センター ●7 ●19
駐在員事務所 ●2

インド
北インド事務所 ●8
南インド事務所 ●11

カンボジア
カンボジア事務所 ●3

2026年3月31日現在／現地スタッフにはボランティアも含まれます
2025年度  主な海外事業拠点

フィリピン
マニラ事務所　 ●1 ●5
アブラ農林業研修センター ●4 ●20
ヌエバエシハ研修センター ●2 ●16
ヌエバビスカヤ植林プロジェクト●1
バゴ研修センター ●1 ●16 ●7
パラワン研修センター ●4

ウズベキスタン
ヌクス事務所 ●1 ●7

モンゴル
モンゴル事務所 ●5

スタッフおよび受け入れ研修生数

2025年度  国別植林実績

2025年度  研修生受け入れ数

フィジー
インドネシア
フィリピン
タイ
ウズベキスタン
その他の国・地域
合計

15,800
440,472
103,650
42,000
35,000
171,000
807,922

1.05
63.00
23.63
19.00
35.00
44.58
186.26

1,604,477
8,499,697
14,573,426
8,878,433
315,100

20,926,523
54,797,656

539.32
4,026.82
5,055.20
2,734.20
336.00
6,033.46
18,725.00

植林本数 植林面積（ha） 累計本数 　累計面積（ha） 国名

フィジー
インドネシア

マレーシア
ミャンマー
フィリピン

パプアニューギニア
スリランカ
合計

農林業開発プロジェクト事務所※
スカブミ研修センター
カランガニアル研修センター
KPD／オイスカ青年研修センター
DOA-オイスカ農業指導者研修センター
アブラ農林業研修センター
ヌエバエシハ研修センター
バゴ研修センター
ラバウル・エコテック研修センター
スリランカ研修センター

 国名  人数 研修センター名
20
84
19
37
12
20
16
7
51
2

268
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約15万本のマングローブの苗を住民が責任を持って育てている

貧
困
の
悪
循
環
を
深
刻
化
さ
せ
る

気
候
変
動
に
立
ち
向
か
う

上／35周年記念式典後、OB会メンバーが集まり話し合いを行った
下／DRRコースの授業。座学だけではなく、オイスカの植林サイ
トで活動をすることも

田んぼに竹炭を散布。竹炭の効果に関心が高まっており、少し
ずつ試験栽培に協力する農家が増えている

竹
炭
を
活
用
し
た

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

　

小
さ
な
島
国
の
フ
ィ
ジ
ー
は
、
海
面
上
昇

や
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被
害
な
ど
の
影
響
を
受
け

や
す
く
、
特
に
沿
岸
域
の
住
民
は
大
き
な
リ

ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
で

は
そ
う
し
た
地
域
で
、
自
然
災
害
か
ら
人
々

の
生
活
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

植
林
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
長
年
、
活
動

を
中
心
的
に
担
っ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
テ
ビ

タ
・
ダ
キ
ア
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ

る
青
年
ス
ポ
ー
ツ
省
の
研
修
セ
ン
タ
ー
内
に

新
た
に
開
設
さ
れ
た
D
R
R
（D

isaster
Risk Reduction

／
防
災
減
災
）
コ
ー
ス

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
学
生
を

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
イ
ス
カ
フ
ィ
ジ
ー
で
は
、
25
年

災
害
に
負
け
な
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

35
周
年
を
機
に
O
B
・
O
G
の
連
携
を
強
化

私
自
身
も
訪
日
研
修
生

O
G
で
す
。
O
B
会
と
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
！

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

フ
ィ
ジ
ー

フ
ィ
ジ
ー
駐
在
代
表

ジ
ョ
セ
リ
ン
・
マ
ト
ゥ
ン
ハ
イ

　

サ
イ
ク
ロ
ン
や
高
潮
、
深
刻
な
海
岸
浸
食

の
影
響
を
受
け
る
地
域
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
植

林
を
進
め
ま
し
た
。
育
苗
を
住
民
に
任
せ
る

こ
と
で
、
生
計
向
上
と
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

醸
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の

植
林
地
に
お
け
る
生
長
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
定

期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
者
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
が

課
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
災
害
か
ら
人
々
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
「
緑
の
防
波
堤
」
づ
く

り
を
今
後
も
各
地
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
本
の
苗
木
が
、
沿
岸
の

未
来
を
支
え
て
い
ま
す

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
駐
在
代
表

小
杉  

辰
雄

イ
ン
ド

J
I
C
A
草
の
根
技
術
協
力
事
業
と
し
て
、

バ
ラ
ナ
シ
県
の
3
村
で
、
竹
炭
を
活
用
し
た

農
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本
人
専
門
家
に

よ
る
指
導
で
、
現
地
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

や
農
家
が
竹
炭
や
ボ
カ
シ
肥
料
の
つ
く
り
方

を
学
び
、
22
軒
の
農
家
で
試
験
栽
培
を
実
施
。

作
物
の
品
質
、
収
量
の
向
上
と
豪
雨
へ
の
耐

性
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
化
学
肥
料
に
頼
ら

な
い
農
業
は
、
農
家
の
健
康
を
守
る
と
と
も

に
、
ガ
ン
ジ
ス
河
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

環
境
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
35
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ィ
ジ
ー
全
土
か
ら
O
B
・
O
G
た
ち
が
集

ま
り
、
共
に
祝
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
彼

ら
の
多
く
は
地
元
に
帰
り
、
小
規
模
な
農
業

を
営
ん
で
い
ま
す
が
、
大
規
模
な
農
業
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
成
功
し
て
い
る
事
例
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
記
念
式
典
で
集
ま
っ
た
メ
ン
バ

ー
ら
は
、
O
B
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
オ
イ

ス
カ
に
貢
献
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
今
後

の
連
携
を
約
束
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
施

設
設
備
充
実
や
、
研
修
生
へ
の
よ
り
レ
ベ
ル

の
高
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
な
、
O
B
会
の

サ
ポ
ー
ト
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

取
り
組
み
が
広
が
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
地
域
に
変
化
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

ム
ス
タ
フ
ァ
バ
ー
ド
村　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ア
シ
シ
ュ
・
シ
ン

��

��

��
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2001年に植えた植栽地が立派なマングローブの森に成長している様子を確認

ランニングイベントのほか、センターでの献血キャンペーンな
ども実施

上／田んぼでの稲刈り実習（スカブミ研修センター）
下／農業研修の様子（カランガニアル研修センター）

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

K
P
D
／
オ
イ
ス
カ
青
年
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、
25
年
度
も
引
き
続
き
、
農
業
に
関
す

る
実
践
的
な
技
術
研
修
を
通
じ
て
、
研
修
生

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
加
え
て

注
力
し
た
の
は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
で
す
。

幼
稚
園
児
を
対
象
と
し
た
、
農
業
へ
の
興
味

と
関
心
を
喚
起
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
研

修
生
ら
が
セ
ン
タ
ー
近
隣
の
住
民
と
共
に
、

楽
し
く
健
康
的
な
生
活
を
目
指
す
た
め
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
地
域
社
会
と

の
絆
を
深
め
ま
し
た
。

ー
を
卒
業
し
た
後
、
ふ
る
さ
と
で
活
動
し
て

い
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち
で
す
。
特
に

四
半
世
紀
に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
い
る
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
各

地
域
出
身
の
卒
業
生
た
ち
が
力
を
発
揮
し
て

い
ま
す
。
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
中
で
住

民
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
、
き
め
細
か
な
対

応
を
続
け
て
い
る
彼
ら
に
続
く
人
材
を
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

を
充
実
さ
せ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し
た
活
動
で

地
域
と
の
絆
を
深
め
た
1
年
間

マ
レ
ー
シ
ア

誇
り
を
持
っ
て
、
未
来
の

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て
い
ま
す
！

K
P
D
／
オ
イ
ス
カ
青
年
研
修
セ
ン
タ
ー　

チ
ー
フ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

オ
ー
ド
リ
ー
・
ア
ポ
ス
ト
ル
・
キ
シ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
西
ジ
ャ
ワ
州
の
ス

カ
ブ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー
と
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州

の
カ
ラ
ン
ガ
ニ
ア
ル
研
修
セ
ン
タ
ー
の
運
営

を
主
な
活
動
と
し
な
が
ら
、
ジ
ャ
ワ
島
内
11

の
県
で
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
植
林
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
保
全
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ス
カ
ブ
ミ
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
広
大
な

敷
地
の
う
ち
、
約
5
ha
の
土
地
で
野
菜
や
果

樹
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
長
ら
く
水
田

は
所
有
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
21
年
に
セ

ン
タ
ー
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
土
地
を
購
入

し
、
翌
22
年
か
ら
稲
作
も
開
始
し
て
い
ま
す
。

25
年
度
は
、
オ
イ
ス
カ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
総
局

よ
り
脱
穀
機
や
籾
乾
燥
用
の
防
水
シ
ー
ト
な

ど
の
支
援
を
受
け
、
順
調
に
米
の
生
産
が
進

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
人
材
育
成
を
柱
に

緑
化
や
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

今
年
の
４
月
に
赴
任
し
ま
し
た
。

ス
タッフ
一
同
頑
張
っていま
す
！

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
駐
在
代
表

廣
瀬  

兼
明

ん
で
い
ま
す
。

　

カ
ラ
ン
ガ
ニ
ア
ル
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
青
年
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
起
業
家
研
修
コ
ー

ス
」
に
お
い
て
、
園
芸
作
物
栽
培
や
農
産
物

加
工
技
術
と
い
っ
た
科
目
の
講
義
と
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
環
境
教
育
や
日
本

語
な
ど
の
授
業
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、
５
ヵ

月
の
研
修
コ
ー
ス
を
組
み
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
で
学
ぶ
大
学

生
を
短
期
で
受
け
入
れ
、
オ
イ
ス
カ
の
研
修

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

各
セ
ン
タ
ー
と
も
に
、
過
去
に
外
務
省
の

日
本
N
G
O
連
携
無
償
資
金
協
力
や
企
業
支

援
な
ど
の
大
型
資
金
を
投
入
し
て
実
施
し
た

地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
緑
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お

り
、
各
地
で
取
り
組
み
が
継
続
、
発
展
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
各
セ
ン
タ

��

��
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ハンドメイドグループリーダーと5周年を祝う

ゴビアルタイ県での環境セミナー。地域住民を対象に「ゴビの
環境に適した植林」をテーマに開催

上／ミャンマー農業指導者研修センター（マンダレー）
2025年度の研修生集合写真
下／ミャンマー農村開発研修センター（マグウェ）
ボカシづくりに取り組む

モ
ン
ゴ
ル

　

21
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の

女
性
の
自
立
を
支
え
、
女
性
同
士
の
交
流
を

進
め
る
熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。  

26
年
3
月
に
は
熊
本
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

代
表
ら
が
モ
ン
ゴ
ル
を
訪
問
し
、
現
地
の
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
と
、
今

後
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

　

今
年
11
月
21
〜
23
日
に
は
、
熊
本
で
「
5

周
年
記
念
・
熊
本
と
モ
ン
ゴ
ル
・
温
も
り
の

手
仕
事
と
交
流
の
物
語
展
」
が
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

熊
本 
× 
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

お
か
げ
さ
ま
で
活
動
は

5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
！

熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当 

宮
原  

美
智
子

　

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
は
政
府
の
「
10
億
本

の
植
樹
」
国
民
運
動
に
協
力
す
べ
く
、
23
年

の
オ
ル
ホ
ン
県
、
24
年
の
ウ
ム
ヌ
ゴ
ビ
県
に

続
き
、
25
年
9
月
よ
り
ゴ
ビ
ア
ル
タ
イ
県
で

も
植
林
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
3
ヵ
所
目

と
な
っ
た
同
県
で
も
、
住
民
参
加
に
よ
る
サ

ク
サ
ウ
ー
ル
林
を
中
心
と
し
た
原
生
樹
種
の

再
生
を
通
じ
、
森
林
と
生
態
系
の
回
復
、
砂

漠
化
防
止
お
よ
び
森
林
の
持
続
的
な
保
全
に

向
け
た
住
民
の
環
境
意
識
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

「
10
億
本
の
植
樹
」
国
民
運
動
へ
の

協
力
は
モ
ン
ゴ
ル
国
内
3
ヵ
所
に
拡
大

��

　

25
年
3
月
に
発
生
し
た
大
地
震
に
よ
り
、  

現
地
の
研
修
セ
ン
タ
ー
で
も
一
部
の
建
物
に

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
緊
急
支
援
募
金
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
13
ペ
ー
ジ
に
緊
急
支

援
の
報
告
を
掲
載
）。

　

特
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
農
業
指
導
者

研
修
セ
ン
タ
ー
（
17
年
開
設
／
マ
ン
ダ
レ
ー

地
域
）
で
は
、
建
物
の
修
繕
を
進
め
な
が
ら
、

12
名
の
農
村
青
年
を
対
象
に
5
ヵ
月
間
の
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
農
村
地
域
に
お
け
る

生
計
手
段
と
な
る
稲
作
、
野
菜
栽
培
、
食
品

加
工
、
養
鶏
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、
実
践

を
重
視
し
た
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
農
村
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
（
1
9

9
7
年
開
設
／
マ
グ
ウ
ェ
地
域
）
で
は
、
25

大
地
震
と
国
内
の
混
乱
を
乗
り
越
え

研
修
と
農
村
開
発
活
動
を
継
続

日
本
か
ら
の
温
か
い
支
援
の

お
か
げ
で
活
動
を
続
け
ら
れ

て
い
ま
す

ミ
ャ
ン
マ
ー

農
業
指
導
者
研
修
セ
ン
タ
ー　

チ
ー
フ
ス
タ
ッ
フ

イ
ー
シ
ュ
エ
ジ
ン
ウ
ィ
ン

年
度
も
治
安
の
悪
化
に
よ
り
研
修
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
が
協
力
し
、
セ
ン
タ
ー
農
場
で
の
稲

の
種
も
み
生
産
を
は
じ
め
、
農
産
物
の
生
産

や
、
パ
ン
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
食
品
加
工
品
の

製
造
・
販
売
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

　

21
年
の
政
変
か
ら
続
く
国
内
の
混
乱
に
加

え
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ
る
燃
料
価
格
の

高
騰
な
ど
、
出
口
の
見
え
な
い
不
安
な
状
況

が
続
く
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
な

が
ら
も
、
ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
懸
命

に
活
動
を
継
続
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

��

O
B
・
O
G
た
ち
と
共
に
、

モ
ン
ゴ
ル
に
緑
を
増
や
す
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
！

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

ト
ゥ
ブ
デ
ン
ド
ル
ジ
・
ト
ゥ
メ
ン
デ
ン
ベ
レ
ル
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陸稲の栽培。林業や畜産の研修も行っている

30年以上取り組んできた歩みの「生きた遺産」として、今も豊かに育ち続ける森

研修を通じて養蚕が広がりをみせている

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

　

ラ
バ
ウ
ル
・
エ
コ
テ
ッ
ク
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
農
業
技
術
普
及
の
一
環
と
し
て
、
現
地

青
年
へ
の
技
術
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
25

年
度
は
51
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

稲
作
、
野
菜
栽
培
な
ど
の
研
修
の
中
で
も
、  

特
に
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
化
学
肥
料
で

は
な
く
身
近
に
あ
る
資
材
を
活
用
す
る
こ
と

で
す
。
環
境
へ
の
配
慮
に
加
え
、
研
修
生
が

卒
業
後
、
無
理
な
く
農
業
が
で
き
る
よ
う
、  

現
地
の
実
態
に
即
し
た
実
践
的
な
研
修
内
容

で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

学
ん
で
終
わ
り
で
は
な
い

実
践
的
な
研
修
を
目
指
し
て

青
年
が
自
分
た
ち
の
村
で

活
躍
で
き
る
よ
う
な
指
導
を

心
が
け
て
い
ま
す

ラ
バ
ウ
ル
・
エ
コ
テ
ッ
ク
研
修
セ
ン
タ
ー　

所
長

ノ
ベ
ッ
ト
・
ペ
リ
ー

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
東
ミ
サ
ミ
ス
州
、  

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
お
よ
び
ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州

に
お
い
て
、
外
務
省
の
日
本
N
G
O
連
携
無

償
資
金
協
力
事
業
に
よ
る
養
蚕
普
及
活
動
を

実
施
し
、
新
規
養
蚕
農
家
の
増
加
と
桑
園
面

積
の
拡
大
を
実
現
。
各
州
で
は
州
立
大
学
や

高
校
に
お
け
る
桑
の
育
苗
や
蚕
の
飼
育
実
習

が
養
蚕
振
興
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。
課
題

と
な
っ
て
い
る
病
蚕
に
対
し
て
は
、
バ
ゴ
研

修
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
原
因
の
究
明
や
防

除
技
術
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ネ
グ
ロ
ス
か
ら
広
が
る
養
蚕
事
業

私
の
活
動
地
で
も
着
実
に

新
た
な
養
蚕
農
家
が
増
え

て
い
ま
す

ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
州　

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

レ
ジ
ノ
・
リ
ク
タ
ワ
・
ガ
ラ
テ

フ
ィ
リ
ピ
ン

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

　

1
9
9
3
年
に
O
T
T
A
A
（
研
修
生

O
B
会
）
が
開
始
し
た
ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
植

林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
O
B
・
O
G
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
住
民
、
協
力
団
体
が
力

を
合
わ
せ
、
荒
廃
し
た
山
地
を
豊
か
な
森
林

へ
と
再
生
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
30
年

未
来
へ
受
け
継
ぐ
森
づ
く
り 

―
ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

以
上
に
わ
た
り
、
木
を
植
え
る
だ
け
で
な
く
、

長
期
的
に
森
を
守
り
育
て
続
け
る
こ
と
を
実

践
し
て
い
ま
す
。 

　

2
0
2
5
年
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
と
っ

て
大
き
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
立
ち

上
げ
当
初
か
ら
活
動
を
牽
引
し
て
き
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
マ
リ
オ
・
ロ
ペ

ス
氏
が
亡
く
な
り
、
そ
の
志
を
、
息
子
で
あ

る
ロ
レ
ン
ソ
が
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

　

森
が
成
長
し
た
現
在
、
そ
れ
を
保
護
し
、  

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
最
優
先
事
項
と
な
っ

て
い
ま
す
。
防
火
帯
の
設
置
、
定
期
的
な
火

災
パ
ト
ロ
ー
ル
、
設
備
の
維
持
・
修
理
と
い

っ
た
主
要
な
活
動
は
、
健
全
な
森
を
維
持
す

る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
持
続

的
に
行
う
た
め
、
環
境
天
然
資
源
省
、
地
方

自
治
体
な
ど
多
く
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を

積
極
的
に
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精

神
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
そ
し
て
環
境
保

全
の
責
任
を
象
徴
す
る
取
り
組
み
で
す
。
こ

の
「
生
き
た
遺
産
」
を
守
り
抜
き
、
将
来
の

世
代
に
そ
の
恩
恵
が
受
け
継
が
れ
る
よ
う
、  

引
き
続
き
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

��

��

父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
地
域

社
会
と
連
携
し
な
が
ら
全
力

で
こ
の
森
を
守
り
抜
き
ま
す

ヌ
エ
バ
ビ
ス
カ
ヤ
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

責
任
者

マ
リ
オ
・
ロ
レ
ン
ソ
・
C
・
ロ
ペ
ス
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上／サツマイモの栽培に取り組むスタッフ
下／干上がったアラル海の湖底での植林活動。植えているのは
サクサウールの苗木

上／プロジェクトで生産した製品を展示会で紹介。生産から
販売まで住民たちが自ら企画し、実施できるまでになっている
（ラノーン県）
下／植林前の管理作業を進める住民（チェンライ県）

タ
イ

��

　

ア
ラ
ル
海
の
沙
漠
緑
化
を
進
め
な
が
ら
、

25
年
度
は
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
や
そ
の
指
導
に

注
力
し
ま
し
た
。
住
民
の
生
計
向
上
と
緑
化

を
実
現
す
る
た
め
、
沙
漠
に
育
つ
サ
ク
サ
ウ

ー
ル
の
根
に
寄
生
す
る
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ
の
栽

培
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ

は
漢
方
薬
の
原
料
と
な
り
、
高
値
で
取
り
引

き
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
栽
培
を
目
的
と
し
た

サ
ク
サ
ウ
ー
ル
の
植
林
サ
イ
ク
ル
が
で
き
れ

ば
、
住
民
に
よ
る
自
発
的
な
緑
化
の
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ

は
収
穫
ま
で
に
3
年
以
上
の
期
間
が
必
要
と

な
る
た
め
、
短
期
間
で
現
金
収
入
に
つ
な
が

る
サ
ツ
マ
イ
モ
を
並
行
し
て
栽
培
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
栽
培
な
ど
に
取
り

住
民
の
生
計
向
上
を
目
指
し

サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
を
普
及

ア
ラ
ル
海
が
緑
の
大
地
に
な
る

よ
う
、
皆
さ
ん
の
力
を
貸
し
て

く
だ
さ
い
！

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

カ
ラ
カ
ル
パ
ク
ス
タ
ン
農
業
大
学

ア
ク
セ
イ
ト
ヴ・
ジ
ャ
ン
ボ
ラ
ッ
ト

組
む
9
軒
の
農
家
に
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
の
提
供

お
よ
び
栽
培
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
高
温
と

乾
燥
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
う
ま
く
育
た
な
か
っ

た
畑
で
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
健
全
な
生
育
を
見

せ
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
の
農
家
か
ら
も
関
心

が
寄
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
カ
ラ
カ
ル
パ
ク

ス
タ
ン
農
業
大
学
内
で
も
サ
ツ
マ
イ
モ
を
栽

培
し
、
収
穫
後
は
学
生
を
対
象
に
試
食
販
売

会
を
実
施
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。

26
年
度
は
新
た
に
駐
在
員
を
迎
え
、
現
地

の
人
材
育
成
に
努
め
、
緑
化
面
積
の
拡
大
を

目
指
し
ま
す
。

　

タ
イ
で
は
長
年
に
わ
た
っ
て
森
づ
く
り
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
た
だ
木
を
植

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
住
む
住
民
と

の
関
わ
り
を
非
常
に
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

近
年
で
は
E
B
S
（Ecosystem

-based
Solution

）、
す
な
わ
ち
、
大
自
然
の
生
態
系

を
活
か
し
た
社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
植
林
に
加
え
て
環
境
教
育
、
生
計
向
上

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う

こ
と
で
、
課
題
解
決
と
同
時
に
強
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、
災
害
に
も
強
く
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
高
い
地
域
に
育
て
て
い
く

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。
25
年
度
は
、
タ

イ
北
部
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
の
マ
イ
チ
ャ
ル
ー
ン

村
（
チ
ェ
ン
コ
ン
郡
）
で
6.4
ha
、
メ
ー
ス
ア

大
自
然
の
力
を
活
用
し
た

社
会
課
題
の
解
決
を

引
き
続
き
現
地
の
住
民
と

二
人
三
脚
で
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
！オ

イ
ス
カ
タ
イ　

事
務
局
長

プ
ラ
ヤ
ッ
ト  

サ
バ
ン
ス
ー
ク

イ
郡
で
3.6
ha
の
新
規
植
林
を
実
施
。
あ
わ
せ

て
前
年
度
ま
で
の
植
林
地
の
管
理
作
業
や
、

住
民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
27
年
の
日
タ
イ
友

好
1
4
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
最
近
で
は
タ
イ
大

手
企
業
か
ら
も
支
援
の
打
診
を
受
け
る
な
ど
、

日
本
の
み
な
ら
ず
タ
イ
国
内
か
ら
の
注
目
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
に
緑
を
取
り

戻
し
た
い
と
い
う
一
人
の
現
地
ス
タ
ッ
フ
の

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
は
、
今
大
き
な
支

援
の
輪
と
な
っ
て
広
が
っ
て
い
ま
す
。

��
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センタースタッフも被災地の瓦礫の撤去に携わった 修繕した学校のトイレと子どもたち

センター敷地内で倒れた大木

倒木で壊れたセンターのモニュメント

Annual  Report  of  OISCA海外開発協力事業

ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震  

―
緊
急
支
援
報
告
―

●
発
災
か
ら
募
金
ま
で
の
経
緯

25
年
3
月
28
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
中
部
で
発

生
し
た
大
地
震
に
よ
り
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動

地
も
甚
大
な
被
害
を
被
り
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン

マ
ー
国
内
に
あ
る
2
ヵ
所
の
研
修
セ
ン
タ
ー

の
う
ち
1
ヵ
所
で
は
、
建
物
の
一
部
が
崩
落

し
た
も
の
の
、
幸
い
に
も
人
的
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

過
去
に
も
震
災
を
乗
り
越
え
て
き
た
研
修

セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
の
初
動
は
、
迅
速
か

つ
適
切
な
も
の
で
し
た
。
近
隣
被
災
者
へ
の

食
料
や
飲
料
水
の
緊
急
支
援
を
自
主
的
に
開

始
し
、
被
害
の
大
き
さ
を
把
握
。
そ
の
後
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
オ
イ

ス
カ
本
部
に
支
援
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。
本

部
で
は
、
同
4
月
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
震
緊

急
支
援
募
金
を
実
施
し
、
全
国
か
ら
温
か
い

支
援
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
額
は
1
2
0
0
万

円
を
超
え
ま
し
た
。

●
長
期
的
な
支
援
を
目
指
し
て

　

寄
せ
ら
れ
た
募
金
を
も
と
に
、
食
料
、
飲

料
水
、
生
活
用
品
な
ど
の
緊
急
支
援
物
資
の

配
布
や
、
避
難
生
活
を
送
る
被
災
者
へ
の
生

活
支
援
を
継
続
。
ま
た
、
多
く
の
学
校
施
設

が
被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
水
タ
ン
ク
が

破
損
し
た
学
校
へ
の
代
替
タ
ン
ク
供
与
や
、

壁
の
一
部
が
倒
壊
し
た
保
育
園
の
修
繕
支
援

も
実
施
し
ま
し
た
。

　

過
去
に
も
、
災
害
後
に
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

損
壊
や
物
価
高
騰
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
受

け
た
農
村
地
域
で
の
長
期
的
な
生
計
回
復
支

援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
も
そ
の

経
験
を
活
か
し
、
研
修
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
し

た
稲
作
の
種
も
み
や
農
業
資
材
の
提
供
、
農

業
研
修
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
支

援
を
通
じ
て
、
地
域
の
農
家
は
稲
作
を
再
開

し
、
食
料
生
産
や
収
入
回
復
に
向
け
て
歩
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
も
被
災
地
で
は
継
続
的
な
支
援
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
イ
ス
カ
で
は
、
今

後
も
現
地
チ
ー
ム
や
地
域
住
民
と
連
携
し
な

が
ら
、
生
計
回
復
支
援
に
加
え
、
教
育
や
基

礎
イ
ン
フ
ラ
分
野
に
お
け
る
支
援
活
動
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

SPECIAL REPO
RT

1

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風  

―
緊
急
支
援
報
告
―

SPECIAL REPO
RT

2

●
支
援
要
請
ま
で
の
葛
藤

25
年
11
月
４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て
フ
ィ

リ
ピ
ン
中
部
を
直
撃
し
た
台
風
25
号
（
カ
ル

マ
エ
ギ
）
に
よ
り
、
ネ
グ
ロ
ス
島
に
あ
る
バ

ゴ
研
修
セ
ン
タ
ー
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

倒
木
で
建
物
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
、
屋
根
部

分
が
壊
れ
た
建
物
で
は
雨
漏
り
が
発
生
。
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
に
進
め
て
い
る
養
蚕
普
及
事

業
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
渡
辺
重
美
所
長
は
当
初
、
本
部

へ
の
支
援
要
請
を
躊
躇
し
て
い
た
と
言
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
過
去
に
も

台
風
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
日
本
か
ら
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
き
た
経
緯

が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
今
回
は
地
域
住
民
を

対
象
と
し
た
支
援
活
動
を
実
施
し
な
い
こ
と

を
決
め
て
い
た
か
ら
で
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
ら
で
協
力
し
て
倒
木
を
片
付
け
る

な
ど
復
旧
を
進
め
て
き
た
も
の
の
、
建
物
の

修
繕
の
見
積
も
り
が
予
想
以
上
の
金
額
に
な

っ
た
こ
と
、
ま
た
養
蚕
普
及
事
業
を
一
日
で

も
早
く
再
開
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

マ
ニ
ラ
事
務
所
を
通
じ
て
本
部
に
支
援
要
請

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
早
期
復
旧
を
実
現

　

本
部
で
は
ち
ょ
う
ど
冬
募
金
の
呼
び
か
け

が
ス
タ
ー
ト
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
支
援
の
た
め
の
緊

急
募
金
の
実
施
で
は
な
く
、
冬
募
金
の
中
で

支
援
を
呼
び
か
け
る
こ
と
を
決
め
、
11
月
末

か
ら
告
知
を
始
め
ま
し
た
。
過
去
に
ネ
グ
ロ

ス
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
る
方
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の
支
援
に
よ
り
、
1
8
8
万
2

4
9
0
円
の
寄
附
が
集
ま
り
ま
し
た
。
あ
わ

せ
て
寄
せ
ら
れ
た
心
温
ま
る
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
の
お
か
げ
で
建
物

の
復
旧
を
進
め
ら
れ
、
養
蚕
普
及
事
業
も
早

期
に
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
は
自
然
災
害

へ
の
備
え
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
意
識
を
向

け
、
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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事 業 概 要

環境劣化が進む山岳地域で、学校と地域コミュニティが世代を超えて力を合わせ、森づくりに取り組む（インドネシア・スカブミ県）

木を植えるその先へ
学びと暮らしに実りをもたらす子どもたちの実践

「子供の森」計画事業

　

2
0
2
5
年
度
は
、
世
界
的
な
物
価
高

騰
や
情
勢
不
安
に
加
え
、
各
地
で
洪
水
や

サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
自
然
災
害
が
発
生
す

る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
揺
れ
動
く
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
「
子
供
の
森
」
計
画

（
C
F
P
）
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
触
れ
、
環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
持

ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
や
地
域
の
協

力
の
も
と
活
動
を
継
続
し
ま
し
た
。

　

緑
化
活
動
で
は
、
15
ヵ
国
で
4
0
3
校

が
参
加
し
、
各
地
域
に
適
し
た
樹
種
の
選

定
や
水
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
の
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
森
づ
く
り
を
推
進
。
ま
た
、  

学
校
菜
園
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
育
て
た

森
の
恵
み
を
活
用
し
た
取
り
組
み
な
ど
、  

環
境
教
育
の
内
容
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
動
は
、
学
校
の

魅
力
向
上
や
地
元
か
ら
の
評
価
に
も
つ
な

が
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
暮
ら
し
の

両
面
に
実
り
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
25
年
度
は
、
新
た
に
ボ
ツ
ワ
ナ

と
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
を
開
始
し
、
活
動

地
域
は
累
計
39
の
国
と
地
域
へ
と
広
が
り

ま
し
た
。
加
え
て
、
国
際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
研
修
や
子
ど
も
親
善
大
使
の
招
聘
を

通
じ
て
、
国
や
地
域
を
越
え
た
交
流
や
連

携
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
実
践
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、

自
然
と
暮
ら
し
が
と
も
に
豊
か
に
な
る
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

子どもたちが学校や地域で苗木を植え、育てる活動を通し
て、「自然を愛する心」を養いながら緑化を進めるプログラ
ム。学校菜園やリサイクルなど、地域の課題や特色に合わ
せた実践的な環境教育にも力を入れています。

●活動開始：1991年
●活動地域：39の国と地域
●累計参加校数：5,756校
●累計植林本数：約829万本 2026年3月末現在

「
子
供
の
森
」
計
画
担
当　

諸
江
葉
月
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ペットボトルキャップを活用したアップサイクル活動が評
価され、県主催の学校プロジェクトコンテストで最優秀賞
を受賞した（タイ・サラブリ県　ワットノーンスタ学校）

苗木の生存率を高めるため、施肥を行う。子ども
たちの手で継続的に丁寧な管理が続けられて
いる（マレーシア・サバ州）

苗木の生存率を
たちの手で継続
いいる（マレーシア

Annual  Report  of  OISCA「子供の森」計画事業

2025年度  「子供の森」計画　国別植林実績 2025年度  収支報告

バングラデシュ
カンボジア
フィジー
インド
インドネシア
マレーシア
ミャンマー
フィリピン
パプアニューギニア
スリランカ
タイ
その他の国・地域※2
合計

1,050
2,510
12,082
3,200
25,830
545
1,566
12,364
1,776
346
2,901
9,489
73,659

1.40
4.42
3.38
1.20
14.88
0.54
0.63
3.79
2.72
0.28
5.56
7.67
46.47

93,588
22,820
836,440
1,794,439
567,644
92,162
47,182

3,013,455
86,923
522,543
694,185
524,246
8,295,627

24,183,743円

26,082,183円

4,200,000円

6,862,187円

61,328,113円

74.51 
31.07 
607.38 
1,247.77 
637.88 
87.71 
21.25 

1,120.44 
61.30 
437.24 
458.88 
256.30
5,041.74

244
91
72

2,184
492
248
100
1,212
97
368
245
403
5,756

2025年度
植林本数 植林面積（ha）

1991年～累積
累計本数 　累計面積（ha）

 参加校数総計 国名 経常収益

「子供の森」計画支援金

寄附金

助成金：（公社）国土緑化推進機

その他：
受取負担金、特定資産運用益、
雑収入等

合計

2025年度
主な活動実績

植林本数

73,659本

参加した青少年

79,213名
新規参加校

86校

植林面積

46.47ha

※1

67,313,227円

67,313,227円

事業費

合計

経常費用

※1　参加校数総計は、新規植林実績のある学校を加えた「子供の森」計画に参加した学校すべての総計値
※2　その他の国・地域 ： P4～P5の活動地域参照

2026年3月末現在

新たに仲間入り！

さまざまな実りも
広がっています！

ボツワナ
タンザニア
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情勢不安により公立学校の再開が難しいミャンマー・エサジョ郡では、学校に通
えない子どもたちが学ぶ僧院学校で活動を実施。パパイヤなど、生活の助けと
なる果樹を中心に植栽した

沿岸部の緑化に向け、地元企業と協働して潮風に強いトクサバモクマ
オウの植栽を進める（インドネシア・スムネップ県）

育てた木の葉を使ったお茶づくりに取り組み、
子どもたちが飲むほか、販売収益を環境活動
に役立てている（インドネシア・スレマン県）

栄養改善を図り、農業への関心を育むため、学校菜園活動に取り組む
（スリランカ・クルネーガラ県）

み、
動

が
安
定
し
た
地
域
で
は
、　

国
土
緑
化
推
進

機
構
「
緑
の
募
金
」
の
助
成
を
受
け
、
新
た

に
「
中
央
乾
燥
地
域
の
緑
化
と
水
環
境
改

善
」
事
業
を
開
始
。
年
間
降
雨
量
約
5
0
0

㎜
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
も
と
、
学
校
を
拠

点
と
し
た
植
林
活
動
や
環
境
教
育
に
加
え
、

雨
水
貯
蔵
設
備
の
整
備
を
通
じ
た
水
資
源
の

確
保
と
生
活
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
、
初

年
度
と
な
っ
た
25
年
度
は
15
校
、
延
べ
約
3

0
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
25
年
度
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
お
よ
び

ボ
ツ
ワ
ナ
で
C
F
P
を
開
始
。
J
I
C
A
海

外
協
力
隊
員
と
し
て
現
地
で
活
動
す
る
元
オ

イ
ス
カ
イ
ン
タ
ー
ン
が
中
心
と
な
り
、
学
校

で
の
植
林
や
環
境
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、

各
地
で
の
実
践
経
験
を
基
盤
に
、
新
た
な
地

域
で
の
取
り
組
み
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

干
ば
つ
や
豪
雨
な
ど
、
地
域
ご
と
に
異
な

る
気
候
変
動
の
影
響
を
受
け
る
中
、
各
地
で

植
林
時
期
の
調
整
や
樹
種
の
選
定
、
補
植
、

雨
水
タ
ン
ク
や
簡
易
灌
水
設
備
の
導
入
な
ど
、

環
境
に
応
じ
た
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
苗
木
の

活
着
率
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
の
敷
地
内
で
の
植
林
が
難
し
い
地
域
で

は
、
家
庭
や
校
外
へ
と
活
動
の
場
を
広
げ
、

住
民
や
寺
院
、
地
元
企
業
、
行
政
機
関
な
ど

と
連
携
し
た
緑
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
一
部
で
は
、
情
勢
の

影
響
に
よ
り
公
立
学
校
の
再
開
が
難
し
く
、

僧
院
学
校
や
自
宅
で
の
植
林
を
進
め
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
触
れ
る
機
会
を

提
供
し
続
け
ま
し
た
。
一
方
、
比
較
的
情
勢

緑
化
活
動

環
境
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
進
む
森
づ
く
り

果
実
や
ハ
ー
ブ
、
樹
木
の
葉
を
用
い
た
お
茶

や
お
菓
子
づ
く
り
、
養
蜂
な
ど
、
森
の
恵
み

を
加
工
・
販
売
す
る
こ
と
で
、
活
動
資
金
の

一
部
を
生
み
出
す
事
例
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
成
果
を
実
感
で
き

る
取
り
組
み
は
、
子
ど
も
た
ち
や
教
員
の
活

動
意
欲
を
高
め
、
継
続
的
な
実
践
の
支
え
と

な
る
だ
け
で
な
く
、
特
色
あ
る
教
育
と
し
て

地
域
に
お
け
る
学
校
の
魅
力
向
上
や
高
い
評

価
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
管
理
の
取
り
組
み
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
タ
イ
・
ア
ユ
タ
ヤ
で
は
、
資
源
ご
み

の
回
収
・
販
売
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ

を
活
用
し
た
小
物
づ
く
り
な
ど
、
学
校
ご
と

の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
活
動
が
関
心

を
集
め
、
新
た
な
参
加
校
の
拡
大
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
現
地

研
修
セ
ン
タ
ー
が
地
域
の
リ
サ
イ
ク
ル
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
担
い
始
め
て
お
り
、
ご
み

の
分
別
や
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
、

近
隣
の
学
校
へ
の
環
境
意
識
を
啓
発
し
て
い

ま
す
。

　

物
価
高
騰
や
課
外
授
業
時
間
の
確
保
、
現

地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
負
担
増
加
な
ど
の

課
題
も
あ
る
中
、
限
ら
れ
た
資
源
を
活
か
し

た
工
夫
が
重
ね
ら
れ
、
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た

環
境
教
育
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

学
校
菜
園
活
動
は
、
有
機
農
業
の
実
践
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
持
続
可
能
な
農
業

へ
の
理
解
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
収
穫
し
た
野
菜
を
給
食
に
活
用
し

た
り
、
校
外
に
販
売
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

家
庭
の
食
費
負
担
の
軽
減
や
物
価
高
騰
が
続

く
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
栄
養
改
善
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
育
て
た
森
の
活
用
も
進
ん
で
い
ま
す
。

環
境
教
育

学
び
を
実
践
に
つ
な
げ
、

魅
力
あ
る
活
動
へ

��

��

公社

※

※
不
用
品
や
廃
棄
物
に
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
付
加
価
値
を

　

持
た
せ
、
新
た
な
製
品
を
生
み
出
す
こ
と
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住民リーダーから話を聞く参加者。地域の人々が連携し、いきいきと環境
保全と暮らしを両立する姿に刺激を受けた

ネイチャーゲームなど、コーディネーター同士で活動のアイデアを共有しあった

植林や出前授業を通じて、活動への理解と子どもたちとの交流を深めた
（電力総連 人間と地球のふれあいセミナー／フィリピン・ヌエバビスカヤ州）

親善大使による報告会では、約50名の参加者が子どもたちの発表に熱心に耳を傾けた
（大阪／7月14日）

体
的
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
ほ
か
、
森
歩
き
や
ネ

イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
体
験
し
、
五
感
で

楽
し
み
な
が
ら
、
自
然
へ
の
理
解
を
深
め
る

手
法
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

国
を
越
え
た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参
加

者
同
士
の
交
流
を
深
め
、
各
国
の
活
動
の
新

た
な
工
夫
や
発
展
に
つ
な
げ
る
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

各
国
で
活
動
を
担
う
次
世
代
の
人
材
育
成

を
進
め
る
と
と
も
に
、
国
を
越
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
26

年
2
月
に
は
、
タ
イ
・
チ
ェ
ン
ラ
イ
県
で
国

際
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
を
開
催
。
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
の
9
ヵ
国
か
ら
20
名
が
参
加

し
、
視
察
と
実
践
を
通
し
て
、
森
林
資
源
を

活
用
し
た
地
域
づ
く
り
や
環
境
教
育
の
手
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
地
域
住
民
が
養
蜂
や
山

菜
栽
培
な
ど
森
林
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
生

計
向
上
と
環
境
保
全
を
両
立
さ
せ
て
い
る
事

例
を
視
察
。
自
国
で
の
活
動
に
応
用
す
る
具

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修

活
動
を
支
え
る
担
い
手
の
育
成

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
発
信
と

共
感
の
広
が
り

各国からの参加者の熱意や、
地域の人々が結びつき、住民
主体で環境を守りながら持続可
能な暮らしを築く事例に深く心を
動かされました。山火事対策や
生計向上につながる取り組み、
政府との連携のあり方なども学
ぶことができ、一つひとつが自分
たちの活動につながる貴重な
学びとなりました。

ヌエバビスカヤ植林プロジェクト  責任者／
CFPコーディネーター
ロレンソ（フィリピン）

Annual  Report  of  OISCA「子供の森」計画事業

ぶことが
たちの
学びと

ヌ
C

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
を
実
施
。
C
F
P

参
加
校
で
の
植
林
や
活
動
視
察
を
行
い
、
現

地
の
取
り
組
み
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

こ
う
し
た
対
面
で
の
交
流
は
、
子
ど
も
た
ち

や
ス
タ
ッ
フ
の
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

も
な
り
、
活
動
を
続
け
て
い
く
力
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

25
年
7
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
子
ど
も
親
善
大
使
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
計
7
名
が
来
日
し
、
香
川
、
愛
媛
、
大

阪
で
学
校
交
流
や
活
動
報
告
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
環
境
課
題

や
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
、
活
動
を

通
じ
て
得
た
学
び
や
成
長
を
自
ら
の
言
葉
で

発
信
し
、
各
地
で
活
動
へ
の
理
解
と
共
感
の

輪
を
広
げ
ま
し
た
。
帰
国
後
も
、
学
校
や
地

域
で
学
び
を
共
有
し
な
が
ら
、
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
25
年
度
も
支
援
企
業
や
団
体
に
よ

国
を
越
え
た
交
流

日本はとても近代的な国ですが、
自然を大切にしていてすごいと思
いました。道にはごみがなく、川
や水路の水もガラスのようにきれ
いでした。ほかの国から来た友だ
ちと一緒に環境を守る活動ができて、
とてもうれしかったです。学んだこと
を学校や地域で伝え、私も自然を
守るヒーローになりたいです！

子ども親善大使
シアム（フィリピン・北カマリネス州）
エストゥラス ナバタ小学校

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

か
ら
コ
メ
ン
ト
！

子
ど
も
親
善
大
使

か
ら
コ
メ
ン
ト
！

��

��
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事 業 概 要

藤井 啓介

海外事業部
人材育成担当部長

2025年度西日本研修センター海外研修生修了式を終えての記念撮影（2026年3月7日）

　

オ
イ
ス
カ
が
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
開

始
し
て
か
ら
約
60
年
が
経
過
し
、
研
修
生

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
。
国
内
の
在
留
外
国
人
数
は
過
去

最
多
と
な
り
、
技
能
実
習
生
や
特
定
技
能

外
国
人
も
増
加
す
る
中
、
オ
イ
ス
カ
は
創

立
以
来
一
貫
し
て
「
国
際
協
力
に
よ
る
人

材
育
成
」
を
使
命
と
し
、
日
本
で
技
術
や

規
律
を
学
び
、
帰
国
後
に
地
域
の
発
展
を

担
う
青
年
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
度
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
国
立

青
年
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
（
N
Y
S
C
）
と

の
協
力
体
制
を
再
構
築
し
、
同
委
員
会
推

薦
に
よ
る
４
名
を
含
め
、
15
の
国
・
地
域

の
53
名
が
、
国
内
3
つ
の
セ
ン
タ
ー
で
研

修
に
励
み
ま
し
た
。
ま
た
、
技
能
実
習
生

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
計
3
6
4
名
、
特
定
技
能
外
国
人
は
3

ヵ
国
か
ら
1
1
7
名
を
受
け
入
れ
。
27
年

4
月
に
施
行
予
定
の
育
成
就
労
制
度
を
見

据
え
、
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
情
勢
や
制
度
の
変
化
を
的
確
に

捉
え
、
時
代
に
即
し
た
人
材
育
成
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
オ
イ
ス
カ
の
海
外
の
現

場
で
も
O
B
・
O
G
が
活
躍
で
き
る
よ
う

土
壌
を
整
え
、
研
修
の
質
と
事
業
の
持
続

可
能
性
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

愛知、香川、福岡の３ヵ所で、実習農場を持つ研修センター
を運営。海外の青年に農業などの指導を行うほか、技能実習
生の基礎研修も担っています。関西研修センターおよび沖縄
事務所では、技能実習生の受け入れを専門に行っています。

●累計一般研修生数：3,681名
●累計技能実習生数：1,922名
※委託研修生数を含む

1967年～ 2026年3月末

人材育成事業
60年にわたる研修生受け入れと

変化する社会・制度への対応を進める
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オ
イ
ス
カ
一
般
研
修

技
能
実
習

特
定
技
能

研修科目  

国際ボランティア

農業一般

家政

農業指導

地域開発 

研修生国別合計  

特定技能国別集計

1

1

12

2

19

1

24

6

24

8

32

128

1

29

5

4

14

53

送り出し国
合
計

ベ
ト
ナ
ム

タ
イ

ス
リ
ラ
ン
カ

チ
ベ
ッ
ト（
イ
ン
ド
）

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

東
テ
ィ
モ
ー
ル

フ
ィ
リ
ピ
ン

パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

ミ
ャ
ン
マ
ー

モ
ン
ゴ
ル

メ
キ
シ
コ

マ
レ
ー
シ
ア

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

イ
ン
ド

フ
ィ
ジ
ー

カ
ン
ボ
ジ
ア

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

7

2

5

3

11

1

4

41

2

1

77

2

2

23

27

2

2

1

1

2

4

1

5

4

2

6

3

1

1

1

6

1

1

1

3

2

1

3

1

3

2

6

2

3

1

6

36 14 67 117

3

3

1

1

2

2

19

16

2

4

2

8

1

12

26

3

3

6

3

12

4

2

6

129

40

20

4

24

7

11

2

8

2

5

24

53

32

3

27

6

3

43

41

2

1

6

364

耕種農業

畜産農業

機械保全

建設機械施工

塗装

冷凍空気調和機器施工

溶接

鉄筋施工

配管

型枠施工

建具製作

自動車整備

工業包装

射出成型

鉄工

防水施工

牛豚食肉処理加工業

介護

とび

さく井

電子機器組み立て

コンクリート製造

技能実習国別集計

4

2

6

3

3

1

1
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2025年度   研修生・技能実習生・特定技能生受け入れ実績※
単位：人

秋
田

宮
城

茨
城

静
岡

愛
知

三
重

京
都

大
阪

兵
庫

広
島

香
川

福
岡

合
計

11 73 21 3 4 2 12 6 20 12 364

埼
玉

21157

千
葉

2

石
川

73

滋
賀

31

2025年度   技能実習生 都道府県別受け入れ数

群
馬

15

東
京

18

沖
縄

神
奈
川

徳
島

774

※25年度に在籍した研修生・技能実習生・特定技能生の数となります
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水稲の播種をする研修生。本センターでは2年間の研修を実施してお
り、先輩研修生は1年目で学んだことを後輩に教えながらさらに学びを
深めている

25年入所の農業研修生（右からギハン、ジェイ
ソン、シャム、アリル）と農業指導員のロン

2
年
間
の
学
び
を
通
し
て
、
研

修
生
は
オ
イ
ス
カ
の
多
様
な
活

動
への
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
！

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー　

所
長

小
杉  

裕
一
郎

「丸亀お城まつり」には毎年スタッフ、研修生総出で参加

農業と食に関する研修双方を総合的に学べるのが、地域開発
コースの特徴

日
本
で
の
経
験
が
研
修
生
の

今
後
の
人
生
に
つ
な
が
る
よ
う

職
員
全
員
で
向
き
合
い
ま
す

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー　

所
長

美
馬  

幹
晃

業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ー
」
を
通
じ
、  

多
く
の

会
員
、
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
養
鶏

1
0
0
0
羽
、
栗
30
本
、
レ
モ
ン
30
本
、
梅

2
0
0
本
、
稲
作
4.3 

ha
、
野
菜
2.7 

ha
を
管
理

運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、
2
0
2
5
オ
イ
ス

カ
夏
募
金
を
財
源
に
コ
ン
バ
イ
ン
を
、
三
重

推
進
協
議
会
、
東
洋
金
属
株
式
会
社
、
豊
田

東
名
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ご
支
援
で
乗
用

草
刈
り
機
を
購
入
。
さ
ら
に
米
倉
庫
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
し
、
研
修
の
充
実
と
施
設
環
境

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

技
能
実
習
で
は
、
4
ヵ
国
97
名
の
実
習
生

を
4
県
29
社
へ
派
遣
。
基
礎
研
修
で
は
、
日

本
語
の
習
得
に
加
え
、
規
律
、
礼
儀
作
法
、  

日
本
の
習
慣
な
ど
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
「
農
業
は

あ
ら
ゆ
る
産
業
の
根
本
で
あ
る
と
同
時
に
、  

人
間
を
育
て
る
産
業
で
あ
る
」
と
の
考
え
の

も
と
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
中
心
と
す
る

各
国
か
ら
、
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
は
、
農
業
一
般
4
名
、
農
業
指
導

者
1
名
、
家
政
2
名
、
計
5
ヵ
国
7
名
の
研

修
生
が
各
コ
ー
ス
の
研
修
に
励
み
ま
し
た
。  

特
に
農
業
研
修
で
は
、
実
践
を
通
し
て
苗
土

つ
く
り
か
ら
播
種
、
収
穫
販
売
ま
で
一
連
の

作
業
を
学
び
、
土
壌
改
良
や
病
害
虫
対
策
な

ど
、
有
機
農
業
を
す
る
上
で
大
切
な
技
術
や

知
識
を
習
得
。
研
修
農
場
で
は
、
愛
知
県
支

部
や
豊
田
推
進
協
議
会
を
中
心
と
す
る
「
農

「
農
業
」研
修
を
通
じ
て
人
間
力
を
高
め
、

自
立
型
人
材
を
育
成
す
る

■
所
在
地
：
愛
知
県
豊
田
市
勘
八
町

■
設
立
年
：
1
9
6
7
年

■
25
年
度
在
籍
研
修
生
数
：
12
名（
9
ヵ
国
）

■
25
年
度
在
籍
実
習
生
数
：
97
名

■
累
計
研
修
生
／
技
能
実
習
生
数
：
8
1
7
名
／
4
8
3
名

A
S
認
証
」
を
取
得
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
量
販
店
舗
や
学
校

給
食
な
ど
、
農
産
物
の
出
荷
先
も
徐
々
に
広

が
り
、
有
機
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
は
も
ち
ろ

ん
、
認
証
制
度
や
出
荷
、
消
費
ま
で
の
仕
組

み
や
流
通
を
学
ぶ
研
修
の
充
実
に
も
つ
な
が

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
研
修
生
と
共
に
「
丸
亀
お
城
ま
つ

り
」
や
「
高
松
秋
の
ま
つ
り
仏
生
山
大
名
行

列
」「
さ
か
い
で
大
橋
ま
つ
り
前
夜
祭
」「
と
く

し
ま
ま
ち
な
か
花
ロ
ー
ドProject

花
植
え

会
」「
国
際
ふ
れ
あ
い
広
場
2
0
2
5
」「
か
が

わ
マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
。
研
修
生
が
日
本
の
人
々

や
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
得
る
と
と
も
に
、  

セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
存
在

と
な
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　

25
年
度
、
四
国
研
修
セ
ン
タ
ー
は
農
村
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進
す
る
地
域
開
発
コ

ー
ス
（
11
ヵ
月
間
）
の
研
修
生
5
名
、
技
能

実
習
生
7
名
を
新
た
に
受
け
入
れ
ま
し
た
。  

特
に
、
地
域
開
発
コ
ー
ス
で
は
農
業
を
メ
イ

ン
に
、
本
セ
ン
タ
ー
特
有
の
食
品
加
工
、
調

理
実
習
も
取
り
入
れ
、
食
に
関
わ
る
幅
広
い

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

農
業
で
は
、
前
年
度
に
国
の
指
定
認
証
機

関
の
一
つ
で
あ
る
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

愛
媛
県
有
機
農
業
研
究
会
」
を
通
じ
て
「
J

農
業
と
食
を
総
合
的
に
学
ぶ
研
修
を
充
実

地
域
に
親
し
ま
れ
る
セ
ン
タ
ー
へ

■
所
在
地
：
香
川
県
綾
歌
郡
綾
川
町

■
設
立
年
：
1
9
6
8
年

■
25
年
度
在
籍
研
修
生
数
：
15
名（
12
ヵ
国
）

■
25
年
度
在
籍
実
習
生
数
：
24
名

■
累
計
研
修
生
／
技
能
実
習
生
数
：
6
6
7
名
／
2
5
6
名

中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー

四
国
研
修
セ
ン
タ
ー

��

��
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博多のクリスマスイベントでダンスを披露する研修生。
地元の催しにも積極的に参加

地域のボランティアの皆さんの力を借りて、広大な実習農場を管理

研
修
生
の
帰
国
後
も
S
N
S

な
ど
を
通
し
て
O
B
・
O
G
の

活
躍
を
見
守
っ
て
い
ま
す

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー　

所
長

豊
田　

敏
幸

山本農園（広島県）で農業を学ぶ技能実習生のドックス

株式会社鈴木サービス工場（兵庫県）で自動車整備を
学ぶマイケル（特定技能3年目／手前）とラヤン（技能
実習4年目）

オ
イ
ス
カ
会
員
企
業
を
中
心

に
、
受
け
入
れ
先
の
拡
大
に
も

力
を
入
れ
て
い
ま
す
！

関
西
研
修
セ
ン
タ
ー　

所
長

清
水  

利
春
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を
中
心
と
す
る
幅
広
い
品
目
の
栽
培
管
理
技

術
を
学
ぶ
農
業
研
修
を
メ
イ
ン
に
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
研
修
生
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
環
境
の
中
で
、
日
本
で
得
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
な
が
ら
活
躍
で
き
る
よ
う
、
帰
国

後
の
具
体
的
な
活
動
目
標
を
立
て
る
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成
、
発
表
に
も
特
に
時
間

を
割
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
期
間
中
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
、
地
元
福
岡

市
内
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
と
交
流

を
深
め
な
が
ら
、
日
本
人
の
心
に
触
れ
、
お

互
い
に
学
び
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機

会
も
積
極
的
に
設
け
ま
し
た
。

　

25
年
度
の
研
修
生
は
、
今
年
3
月
中
旬
に

研
修
を
終
え
て
帰
国
し
ま
し
た
。
日
本
で
の

経
験
や
思
い
出
を
糧
に
、
母
国
の
発
展
に
貢

献
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
は
、
新
た
に
環
境
保
全
型
農
業
指

導
者
育
成
コ
ー
ス
（
13
ヵ
月
間
）
10
名
、
家

政
科
コ
ー
ス
（
2
年
間
）
1
名
、
農
業
指
導

コ
ー
ス
（
15
ヵ
月
間
）
1
名
の
計
12
名
の
研

修
生
を
受
け
入
れ
、
帰
国
後
に
各
分
野
で
指

導
者
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ

と
を
目
標
に
、
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
技
能
実
習
で
は
76
名
を
13
社
に
、
特
定

技
能
で
は
13
名
を
2
社
に
派
遣
し
ま
し
た
。

　

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
有
機
栽
培

帰
国
後
を
視
野
に
入
れ
た
指
導
に
注
力

研
修
修
了
生
の
今
後
の
活
躍
に
期
待

■
所
在
地
：
福
岡
県
福
岡
市
早
良
区

■
設
立
年
：
1
9
6
8
年

■
25
年
度
在
籍
研
修
生
数
：
26
名（
11
ヵ
国
・
1
地
域
）

■
25
年
度
在
籍
実
習
生
数
：
76
名

■
累
計
研
修
生
／
技
能
実
習
生
数
：
1
0
4
3
名
／
1
7
5
名

を
受
講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ

ー
で
は
こ
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
海
外
の

オ
イ
ス
カ
研
修
セ
ン
タ
ー
と
密
に
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
来
日
前
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や

現
地
セ
ン
タ
ー
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
の

派
遣
な
ど
を
通
じ
て
、
実
習
生
の
日
本
語
レ

ベ
ル
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本

語
の
習
得
は
、
仕
事
で
専
門
知
識
や
技
術
を

よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
必
要
な
だ
け
で
な
く
、

勤
務
先
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
日
本

で
の
生
活
に
お
い
て
彼
ら
の
大
き
な
助
け
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
人
材
育
成
を
通
じ
た
国
際
協

力
に
励
む
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
先
か
ら
オ

イ
ス
カ
の
人
材
は
間
違
い
な
い
と
信
頼
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

関
西
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
技
能
実
習
と
特

定
技
能
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
25
年
度
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
青
年
約
50
名
を
受
け
入
れ
、
受
け
入
れ

企
業
12
社
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

近
年
の
技
能
実
習
生
は
、
言
葉
の
習
得
を

重
要
視
せ
ず
、
仕
事
が
で
き
れ
ば
良
い
と
認

識
し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
語
の
理
解

度
が
低
い
の
が
現
実
で
す
。
し
か
し
27
年
度

か
ら
始
ま
る
育
成
就
労
制
度
で
は
、
従
来
に

は
な
か
っ
た
日
本
語
能
力
要
件
が
追
加
さ
れ
、

就
労
開
始
ま
で
に
日
本
語
能
力
A
1
（
日
本

語
能
力
試
験
N
5
な
ど
）
相
当
の
試
験
に
合

格
す
る
か
、
そ
れ
に
相
当
す
る
日
本
語
講
習

実
習
生
の
日
本
語
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
、

育
成
就
労
制
度
へ
の
対
応
を
進
め
る

■
所
在
地
：
大
阪
府
豊
能
郡
豊
能
町

■
設
立
年
：
1
9
8
3
年

■
25
年
度
在
籍
実
習
生
数
：
55
名

■
累
計
研
修
生
／
技
能
実
習
生
数
：
71
名
／
3
9
0
名

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー

関
西
研
修
セ
ン
タ
ー

��

��
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けんちの苑は、オイスカ会員である石塚前瑞穂町長（後列右から3人目）の
紹介で実習生を受け入れている。写真は実習生を招いた食事会での一枚

北日本エナジー株式会社で溶接の基礎を学ぶジェット（左）
とフランシス

技能実習から特定技能へ移行したベンジ（左）と
デクスター

沖縄ファーム（南城市）では、日本人従業員と技能実習生、特定技能外国
人が力を合わせ、地域農業を支えています

実
習
生
た
ち
は
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
日
々
知

識
や
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す

海
外
事
業
部　

技
能
実
習
担
当
部
長

松
野  

浩
之

受
け
入
れ
先
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
実
習
生
一
人
ひ
と
り
の

成
長
を
日
々
見
守
っ
て
い
ま
す

沖
縄
事
務
所　

所
長
代
行

瀬
長  

浩

本
部

沖
縄
事
務
所

��

��

業
が
そ
れ
ぞ
れ
抱
え
る
不
安
や
不
満
を
解
消

す
る
こ
と
も
、
充
実
し
た
実
習
に
は
必
要
不

可
欠
で
す
。
本
部
で
は
広
い
地
域
で
実
習
生

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
対
応
が
手
薄
に

な
ら
な
い
よ
う
、
巡
回
指
導
は
非
常
勤
も
含

め
て
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
22
年
か
ら
介
護
分
野
で
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
、
医

療
法
人
財
団
竹
栄
会
け
ん
ち
の
苑
み
ず
ほ

（
東
京
都
瑞
穂
町
）
で
は
、
旅
行
や
食
事
会

な
ど
を
通
じ
て
実
習
生
が
日
本
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、
各
所
の
受
け
入

れ
先
企
業
や
会
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
信
頼

関
係
を
築
き
な
が
ら
彼
ら
の
学
び
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
で
は
、
27
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
育
成
就
労
制
度
の
監
理
支
援
機
関
許
可
申

請
に
向
け
て
、
本
部
が
中
心
と
な
っ
て
準
備

を
進
め
る
と
と
も
に
、
育
成
就
労
で
課
せ
ら

れ
る
日
本
語
要
件
に
対
応
す
る
た
め
、
実
習

生
を
派
遣
す
る
現
地
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

日
本
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
25
年
度
、
本
部
で
は
関
東
、
東
北
地

域
で
1
0
0
名
の
技
能
実
習
生
、
特
定
技
能

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
大
切
な
業
務

の
一
つ
に
巡
回
指
導
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
受

け
入
れ
企
業
を
訪
問
し
て
、
企
業
の
担
当
者

や
実
習
生
と
面
談
し
、
実
習
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ま
た
、
実
習
生
と
企

受
け
入
れ
企
業
、
会
員
の
皆
さ
ん

と
共
に
進
め
る
人
材
育
成

■
所
在
地
：
東
京
都
杉
並
区

■
25
年
度
在
籍
実
習
生
数
：
1
0
0
名

■
累
計
研
修
生
／
技
能
実
習
生
数
：
2
6
3
名
／
2
3
1
名

け
入
れ
農
家
数
は
最
盛
期
と
比
べ
て
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
25
年
度
に
は
、
技
能
実
習

2
号
を
修
了
し
た
6
人
の
う
ち
、
2
人
が
技

能
実
習
3
号
へ
、
2
人
が
特
定
技
能
へ
移
行

し
ま
し
た
。
ま
た
、
技
能
実
習
3
号
を
修
了

し
た
2
人
も
特
定
技
能
に
移
行
し
、
引
き
続

き
日
本
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
過
去
に
技
能
実

習
を
修
了
し
た
人
材
が
帰
国
後
に
特
定
技
能

の
枠
組
み
で
再
来
日
し
、
か
つ
て
の
受
け
入

れ
農
家
の
も
と
で
働
く
事
例
も
増
え
て
い
ま

す
。
実
習
期
間
中
に
築
か
れ
た
信
頼
関
係
が
、

そ
の
後
の
雇
用
に
つ
な
が
る
好
事
例
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

沖
縄
事
務
所
で
は
、
育
成
就
労
制
度
へ
の

対
応
を
進
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
実
習
生

一
人
ひ
と
り
が
日
本
の
技
能
、
技
術
、
知
識

を
学
び
、
そ
れ
を
母
国
の
発
展
に
活
か
せ
る

よ
う
取
り
組
み
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沖
縄
事
務
所
で
は
、
25
年
度
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
技
能
実
習
生
を
受

け
入
れ
、
12
人
が
糸
満
市
、
恩
納
村
、
南
城

市
、
南
大
東
村
、
宮
古
島
市
に
あ
る
6
つ
の

個
人
農
家
や
農
業
法
人
の
も
と
で
、
農
業
技

術
や
知
識
を
学
び
な
が
ら
実
習
に
励
み
ま
し

た
。

　

近
年
、
沖
縄
県
で
は
、
技
能
実
習
修
了
後

に
特
定
技
能
へ
移
行
し
、
そ
の
ま
ま
県
内
の

農
業
現
場
で
活
躍
す
る
人
材
が
増
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
技
能
実
習
生
の
人
数
や
受

技
能
実
習
か
ら
特
定
技
能
へ

再
来
日
し
農
業
を
続
け
る
事
例
が
増
加

■
所
在
地
：
沖
縄
県
那
覇
市

■
設
立
年
：
2
0
1
3
年

■
25
年
度
在
籍
技
能
実
習
生
数
：
12
名

■
累
計
実
習
生
数
：
1
3
7
名
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カンラオン農場の看板前での一枚。現在農場で働くダニー（左端）も
訪日研修生OB（25年1月撮影）

農業機械の扱いを学ぶバウティスタ氏

バウティスタ氏（左）と妻のへセルさん

現在200haあるカンラオン農場では、主にコシ
ヒカリがつくられており、そのほとんどがマニラ
に出荷されている（25年1月撮影）

Annual  Report  of  OISCA人材育成事業

ふ
る
さ
と
の
発
展
の
た
め
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
初
の
訪
日
農
業
研
修
生

日
本
で
の
出
会
い
が
つ
な
ぐ

稲
作
普
及

●
出
身
：
フ
ィ
リ
ピ
ン　

東
ネ
グ
ロ
ス
州

●
研
修
歴
：
富
山
研
修
セ
ン
タ
ー
／
農
業
一
般
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
（
66
年
10
月
〜
67
年
9
月
）

●
修
了
後
の
経
歴
：
自
営
農
、「
子
供
の
森
」計
画
調
整
員

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

オ
イ
ス
カ
が
訪
日
研
修
生
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
た
の
は
、
1
9
6
3
年
。
当
初
は
、

会
員
企
業
で
工
業
分
野
の
委
託
研
修
の
み
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
66
年
に
研
修
セ
ン

タ
ー
が
開
設
し
、
オ
イ
ス
カ
独
自
の
農
業
研

修
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

最
初
の
農
業
研
修
生
の
一
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

出
身
の
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
氏
に
、
研
修
を
通
じ

た
学
び
や
出
会
い
、
そ
れ
ら
が
ふ
る
さ
と
の

発
展
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
っ
た
の
か
を
聞

き
ま
し
た
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
、
東
ネ
グ
ロ
ス
州
カ
ン
ラ

オ
ン
市
は
、
火
山
の
麓
に
広
が
る
高
原
都
市

で
す
。
父
は
、
カ
ン
ラ
オ
ン
が
ま
だ
町
だ
っ

た
47
年
か
ら
町
長
（
67
年
か
ら
市
長
）
を
務

め
て
お
り
、
63
年
の
オ
イ
ス
カ
フ
ィ
リ
ピ
ン

総
局
設
立
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
、
オ
イ
ス

カ
カ
ン
ラ
オ
ン
の
会
長
で
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
農
村
の
貧
困
や
人
口

増
加
に
よ
る
食
料
需
要
の
拡
大
が
課
題
と
な

っ
て
お
り
、
父
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
私
は

66
年
10
月
か
ら
1
年
間
、
オ
イ
ス
カ
を
通
じ

て
日
本
で
農
業
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
開
設
し
た
ば
か
り
の
オ
イ
ス

カ
富
山
研
修
セ
ン
タ
ー
（
87
年
閉
鎖
）
や
地

元
篤
農
家
の
も
と
で
稲
作
や
養
鶏
、
酪
農
、

し
い
た
け
栽
培
を
学
び
ま
し
た
。
特
に
感
銘

を
受
け
た
の
は
稲
作
で
す
。
そ
の
頃
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
は
、
田
ん
ぼ
に
直
接
種
を
ま
く
「
ば

ら
ま
き
」
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
、
日
本
の

整
然
と
し
た
「
正
条
植
え
」
に
と
て
も
驚
い

た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
で
農
業
を
学
ぶ

―
古
川
氏
と
の
出
会
い

　

研
修
中
に
は
、
富
山
県
だ
け
で
な
く
日
本

全
国
を
巡
り
、
実
践
的
な
農
業
の
知
識
と
技

術
を
身
に
つ
け
る
機
会
も
得
ま
し
た
。
中
で

も
、
福
岡
県
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ
る

古
川
外
男
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
後
の
ふ
る

さ
と
の
発
展
に
つ
な
が
る
、
と
て
も
大
き
な

出
来
事
で
し
た
。
帰
国
後
、
私
は
家
族
か
ら

26
ha
の
農
園
を
引
継
ぎ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
米
、

野
菜
の
栽
培
に
日
本
で
学
ん
だ
農
法
を
取
り

入
れ
た
り
、
農
家
の
仲
間
た
ち
に
そ
の
技
術

を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、

古
川
さ
ん
と
の
交
流
と
友
情
は
続
き
、
71
年

に
は
古
川
さ
ん
が
オ
イ
ス
カ
の
開
発
技
術
員

と
し
て
カ
ン
ラ
オ
ン
に
赴
任
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
以
降
、
モ
デ
ル
農
場
で
の
稲

作
の
実
践
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
質
と
収
量
の

高
い
農
業
の
普
及
を
目
指
す
取
り
組
み
が
加

速
し
ま
し
た
。

73
年
に
入
る
と
、
地
元
有
力
者
か
ら
「
父

か
ら
相
続
し
た
土
地
（
約
1
6
0
ha
）
を
開

拓
し
て
欲
し
い
」
と
の
申
し
出
を
受
け
、
カ

ン
ラ
オ
ン
農
場
と
し
て
原
野
の
開
墾
が
ス
タ

ー
ト
。
翌
74
年
、
古
川
さ
ん
は
1
ha
あ
た
り

約
12
t
も
の
高
い
稲
作
収
量
を
上
げ
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
全
国
で
報
道
さ
れ
る
な
ど
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
そ
の
後
、
80
年
に
カ
ン
ラ
オ

ン
研
修
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
82
年
の
古

川
さ
ん
の
帰
国
後
は
、
地
元
の
研
修
生
O
B

を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
現
在
ま
で
日
本

米
を
主
と
す
る
農
場
の
運
営
が
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

カ
ン
ラ
オ
ン
は
今
や
、
肥
沃
な
火
山
性
土

壌
を
活
か
し
た
中
部
ヴ
ィ
サ
ヤ
地
方
の
穀
物
、

野
菜
の
一
大
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
イ
ス
カ
を
通
じ
て
生
ま
れ
た
縁
が
人
か
ら

人
へ
と
広
が
り
、
今
日
の
ふ
る
さ
と
の
発
展

に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、
未
来
に

つ
な
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

SPECIAL REPO
RT

カ
ン
ラ
オ
ン

稲
作
普
及
へ
の
道

※

※
苗
を
列
に
沿
っ
て
等
間
隔
に
植
え
る
稲
作
技
術

ベ
ル
ニ
ー
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ（
83
）

私の弟や息子も
訪日研修生！
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吉田 俊通

啓発普及部
GSM担当部長

事 業 概 要

都内で全国支部フォーラムを開催。オイスカ活動への理解と、支部間の連携を深める目的で実施され、支部会長や事務局スタッフなど約90名が参加した (25年12月4日)

2
0
2
5
年
度
は
、
全
国
13
支
部
の
う

ち
富
山
県
支
部
と
岐
阜
県
支
部
が
設
立
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
国
内
各
支
部
と
共

に
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
に
根
ざ
し
た
活

動
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
、
当
法
人
の

大
き
な
財
産
で
す
。
ま
た
、
個
人
・
法
人

と
も
に
10
年
以
上
継
続
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
会
員
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
、
活
動

の
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
創
立
以
来
オ
イ
ス
カ
を
支
え

て
き
た
支
援
者
層
が
年
々
減
少
し
、
今
後

の
取
り
組
み
を
支
え
る
新
規
の
支
援
者
を

ど
の
よ
う
に
獲
得
で
き
る
か
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
支

部
・
推
進
協
議
会
と
共
に
、
森
づ
く
り
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
活
動
報
告
会
、
オ

ン
ラ
イ
ン
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催

を
通
じ
て
、
次
世
代
の
仲
間
づ
く
り
を
実

施
し
、
25
年
度
の
こ
う
し
た
行
事
等
へ
の

参
加
者
数
は
約
1
万
4
千
人
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
支
援
者
基
盤
の
拡
大
を
目
指

し
て
継
続
し
て
き
た
季
節
募
金
も
5
年
目

を
迎
え
、
夏
募
金
と
冬
募
金
合
わ
せ
て
1

7
3
9
万
9
4
9
5
円
（
8
1
9
件
）
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
球
規
模
の
課
題
解
決
に
向
き

合
う
国
内
外
の
現
場
の
実
情
を
伝
え
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
よ
う
、
啓
発
普
及
に
努
め
ま
す
。

啓発普及事業

全国13支部44推進協議会と共に、講演会や各種イベント、
森林保全活動など、各地の特色を活かした啓発普及活動
を展開。広くオイスカの活動を支える仲間づくりと、フ
ァンドレイジングの強化を進めています。

●会員数：3,593（法人1,388／個人2,205）
●国内の森づくり・環境保全活動：59回／ 4,582名
●講演会・イベント・体験活動参加者数：98回／約1万名
●海外視察ツアー：13回／ 119名
●オンラインイベント：6回／163名 2025年度実績

「現場」を伝える啓発と
「次世代」への広報で目指す仲間づくり
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全国13支部44推進協議会と共に、オイスカの活動を推進しています

佐久推進協議会/中信推進協議会

綾川推進協議会/香川東推進協議会/坂出推進協議会/高松推進協議会/中讃推進協議会/三豊推進協議会/
徳島県推進協議会/高知県推進協議会/愛媛県推進協議会/香川県青年会

碧南高浜推進協議会/安城推進協議会/岡崎推進協議会/蒲郡推進協議会/豊田推進協議会/
西尾推進協議会/丹羽推進協議会/刈谷推進協議会/奥三河推進協議会/半田推進協議会/
みよし推進協議会/名古屋南推進協議会/名古屋北推進協議会/名古屋東推進協議会/
名古屋西推進協議会/知立推進協議会

大垣推進協議会/岐阜本巣推進協議会/可児推進協議会

0101　北海道支部　■80　■1991年　■町村均(26年6月～ )

1111　広島県支部　■71　■1998年　■宮本伸一(26年6月～ )

0404　山梨県支部　■69　■1995年　■田中美津江(26年6月～ )

0707　静岡県支部　■195　■1976年　■落合偉洲

1212　四国支部　■760　■1993年　■泉雅文

神奈川推進協議会

松島推進協議会

0303　首都圏支部　■286　■2004年　■湧井敏雄

佐賀県推進協議会/熊本県推進協議会/朝倉推進協議会/北九州推進協議会/長崎県推進協議会/
大分県推進協議会/宮崎県推進協議会/オイスカ活動鹿児島県推進協議会

1313　西日本支部　■686　■1994年　■瓜生道明

0505　長野県支部　■89　■1990年　■清水光朗

0606　富山県支部　■126　■1975年　■久和進

0808　愛知県支部　■745　■1993年　■光岡保之

0909　岐阜県支部　■103　■1975年　■小川信也

1010　関西支部　■78　■1992年　■上村良成

本部直轄　■135

支部・オイスカ支援組織のある都道府県

A

B

C

　福島県推進協議会　　茨城推進協議会　　三重推進協議会A B C

0202　宮城県支部　■170　■1981年　■亀井文行

総会員数

3,593
法人会員 
個人会員
（マンスリーサポーター含む） 

2,205
1,388

2026年3月31日集計

0101

0202

03030404

0505
0606

0707

0909

0808
10101111

1212

1313

■会員数　

■設立年　

■会長
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ウチダザリガニの調査・防除活動（25年７月５日）

ウズベキスタンに留学中、インターンとして活動した柚原結女さん
による活動報告も行われた（25年6月10日）

バザーは地元の皆さんを中心とする大勢が来場し、恒例行事と
して親しまれている（2５年９月20日）

ウズベキスタン大使（中央）が甲州市を訪問し、今後の連携の可
能性について協議した（26年3月24日）

北
海
道
の
生
物
多
様
性
を
守
る

「
外
来
種
の
調
査
・
防
除
活
動
」を
継
続

活
動
報
告
会
を
開
催

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
海
岸
林
支
援
継
続
を
確
認

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」で

地
域
に
親
し
ま
れ
る
オ
イ
ス
カ
へ

持
続
可
能
な
社
会
構
築
の
た
め
に

海
外
と
の
連
携
強
化
も
進
む

北
海
道
支
部

宮
城
県
支
部

首
都
圏
支
部

山
梨
県
支
部

　

支
部
で
は
、
森
林
保
全
と
と
も
に
生
物
多

様
性
の
保
全
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。  

こ
の
取
り
組
み
を
継
続
的
に
行
う
た
め
、
25

年
3
月
に
、
札
幌
市
の
「
生
物
多
様
性
さ
っ

ぽ
ろ
応
援
宣
言
」
制
度
の
応
援
団
体
に
登
録

し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
と
し
て
、
24
年
度
に

引
き
続
き
、
道
内
に
生
息
す
る
固
有
種
を
守

り
、
共
生
で
き
る
環
境
を
保
持
す
る
た
め
の

外
来
種
（
ア
ズ
マ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
お
よ
び
ウ
チ

ダ
ザ
リ
ガ
ニ
）
調
査
・
防
除
活
動
を
２
回
開

催
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
小
中
学
生
を
中
心

と
し
た
参
加
者
数
が
増
加
し
、
活
動
開
始
時

と
比
べ
、
25
年
度
に
は
約
1.6
倍
に
拡
大
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
申
込
時
に
定
員
超
過
と
な
る

な
ど
、
市
民
の
本
取
り
組
み
へ
の
参
加
意
識

の
高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

25
年
6
月
10
日
、
仙
台
市
内
の
「
パ
レ
ス

へ
い
あ
ん
」
で
、
活
動
報
告
会
と
会
員
交
流

会
を
開
催
。
当
日
は
、
会
員
を
は
じ
め
と
す

る
約
50
名
と
、
本
部
か
ら
は
中
野
悦
子
理
事

長
が
出
席
し
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
亀
井
文
行
支
部
会
長
が
、  

支
部
が
20
年
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
研
修
セ
ン

タ
ー
施
設
の
運
営
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、  

現
地
の
緑
化
活
動
に
も
寄
与
し
て
き
た
こ
と

を
紹
介
。
加
え
て
、
25
年
3
月
に
発
生
し
た

地
震
で
被
災
し
た
同
国
へ
の
復
興
支
援
継
続

の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、  

名
取
市

で
展
開
し
て
い
る
東
日
本
大
震
災
復
興
「
海

岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
さ
ら
な
る

協
力
を
図
る
こ
と
を
参
加
し
た
会
員
一
同
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

25
年
9
月
20
日
、
首
都
圏
支
部
発
足
以
来

恒
例
の
「
オ
イ
ス
カ
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」

を
オ
イ
ス
カ
本
部
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

バ
ザ
ー
品
は
、「
オ
イ
ス
カ
国
際
活
動
促
進

国
会
議
員
連
盟
」
所
属
の
議
員
を
は
じ
め
と

す
る
有
志
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
附
い
た
だ
い
た

食
料
品
や
雑
貨
、
酒
類
な
ど
に
加
え
、
賛
助

会
員
の
「
豊
洲
市
場
青
果
連
合
事
業
協
会
」

か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
新
鮮
な
野
菜
と
季
節

の
果
物
な
ど
、
毎
年
盛
り
だ
く
さ
ん
の
品
ぞ

ろ
え
で
す
。
バ
ザ
ー
の
売
り
出
し
は
10
時
か

ら
の
2
時
間
程
度
で
す
が
、
25
年
度
は
1
2

0
人
ほ
ど
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
ま
し
た
。
売

上
金
額
は
32
万
円
強
と
な
り
、「
子
供
の
森
」

計
画
は
じ
め
オ
イ
ス
カ
の
国
際
協
力
活
動
の

貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

25
年
度
も
、
企
業
・
自
治
体
と
協
働
で
進

め
る
森
林
整
備
活
動
（
年
間
15
回
以
上
）
や

国
産
材
を
活
用
し
て
森
の
循
環
創
出
を
目
指

す
木
育
事
業
（
年
間
50
回
以
上
）
を
展
開
。  

さ
ら
に
、「
富
士
山
の
森
づ
く
り
」
活
動
へ
の

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
関
係
者
の
視
察
受
け
入
れ

や
、
駐
日
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
大
使
の
甲
州
市

訪
問
を
通
じ
て
、
森
林
保
全
や
農
業
分
野
に

お
け
る
国
際
連
携
の
幅
を
広
げ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
森
林
整
備
・
木
育
活
動

の
経
験
と
、
地
域
と
の
信
頼
関
係
を
海
外
と

の
交
流
に
も
活
か
し
な
が
ら
、
オ
イ
ス
カ
の

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
連
携
強
化
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
国
際
協
力
N

G
O
と
し
て
、
山
梨
県
か
ら
世
界
を
つ
な
ぐ

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

��

��

��

��
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長野県支部幹事会（25年12月11日）

同日に懇親会も実施し、支部を越えた交流を深めた（25年6月13日）

式典では、中野悦子理事長より50年もの長きにわたりオイスカを
支援してきた会員9名へ賞状が贈られた（25年11月9日）

長
年
の
活
動
を
新
体
制
に
つ
な
ぎ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
タ
イ
支
援
を
強
化

ウムヌゴビ県庁での表敬訪問。県議会議長との和やかな懇談の
ひとときを楽しんだ（25年7月24日）

17
年
目
の
モ
ン
ゴ
ル
植
林
ツ
ア
ー

友
好
深
め
る
2
5
0
0
㎞
の
旅

支
部
設
立
50
周
年

中
部
日
本
各
支
部
と
の
交
流
も
深
め
る

支
部
設
立
50
周
年

次
の
半
世
紀
に
向
け
新
た
な
一
歩

　

長
野
県
は
、
オ
イ
ス
カ
創
立
以
来
60
年
余

り
の
活
動
の
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
海
外
駐

在
員
を
輩
出
し
た
ほ
か
、
1
9
9
0
年
の
支

部
設
立
以
降
は
、
特
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
地
域
開
発
支
援
に
尽
力
し
て
き
ま

し
た
。
25
年
度
は
、
本
部
職
員
が
支
部
事
務

局
長
を
兼
務
す
る
こ
と
が
決
定
。
今
後
は
本

部
と
連
携
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ

イ
へ
の
支
援
に
注
力
す
る
方
針
で
す
。
特
に
、

　

国
土
緑
化
推
進
機
構
と
の
共
催
で
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
学
生
が
木
曽
地
域
で
森
林
・
林

業
の
体
験
と
交
流
を
進
め
る
事
業
を
26
年
度

か
ら
実
施
す
べ
く
調
整
を
進
め
て
お
り
、
伊

那
市
出
身
の
春
日
智
実
氏
が
駐
在
代
表
を
務

め
る
タ
イ
で
は
、
緑
化
に
も
協
力
し
て
い
き

ま
す
。

　

25
年
度
、
富
山
県
支
部
は
設
立
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
6
月
13
日
に

富
山
県
民
会
館
で
「
設
立
50
周
年
行
事
」
を

開
催
し
、
約
90
名
が
参
加
。
久
和
進
支
部
会

長
が
、
長
年
支
援
を
継
続
し
て
き
た
会
員
へ

の
感
謝
を
述
べ
、
続
い
て
永
年
会
員
表
彰
で

は
中
野
悦
子
理
事
長
が
代
表
者
へ
賞
状
を
授

与
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、「
第
3
回
オ
イ
ス

カ
中
部
日
本
の
集
い
」
を
開
催
し
、
愛
知
、  

静
岡
、
岐
阜
、
長
野
の
各
支
部
が
活
動
を
報

告
。
富
山
県
支
部
は
、
半
世
紀
に
及
ぶ
活
動

の
あ
ゆ
み
を
振
り
返
る
記
念
映
像
を
上
映
し

ま
し
た
。
最
後
に
中
野
理
事
長
が
、
オ
イ
ス

カ
63
年
の
軌
跡
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
講
演

し
、
一
同
今
後
の
活
動
に
向
け
思
い
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

25
年
11
月
9
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
、
支
部
設
立
50
周
年
記
念
行
事
を
開
催
。

会
員
を
は
じ
め
、
江
崎
禎
英
県
知
事
や
岐
阜

県
を
地
盤
と
す
る
国
会
議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
、

約
1
0
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

小
川
信
也
支
部
会
長
が
挨
拶
の
中
で
、
長
年

活
動
を
支
え
た
支
援
者
へ
感
謝
の
意
を
示
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、  

中
部
日
本
各
支
部
の
近

況
報
告
や
、
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ

ー
の
涌
井
史
郎
学
長
を
迎
え
た
記
念
講
演
を

実
施
。
自
然
資
本
と
の
共
生
の
大
切
さ
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
式
典
後
の
懇
親
会
で
は
、
歴
代
会
長
や

研
修
生
も
参
加
し
、
国
際
色
豊
か
に
交
流
を

深
め
ま
し
た
。
今
後
、
次
の
50
年
へ
向
け
、  

新
た
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

長
野
県
支
部

富
山
県
支
部

静
岡
県
支
部

岐
阜
県
支
部
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25
年
7
月
19
〜
26
日
、
モ
ン
ゴ
ル
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
支
部
は
08
年
か
ら
同
国

へ
の
ツ
ア
ー
を
継
続
し
て
派
遣
し
て
お
り
、  

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
断
以
降
、
2
度
目
の
渡
航

と
な
り
ま
し
た
。
初
日
は
、
同
8
日
に
天
皇

皇
后
両
陛
下
が
訪
れ
た
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
郊

外
の
日
本
人
抑
留
者
慰
霊
碑
を
訪
問
。
次
に

オ
ル
ホ
ン
県
の
バ
ヤ
ン
ウ
ン
ド
ル
山
で
、
前

年
の
植
林
地
を
確
認
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ツ

ア
ー
後
半
に
は
、
南
ゴ
ビ
砂
漠
に
あ
る
ウ
ム

ヌ
ゴ
ビ
県
の
県
議
会
議
長
を
表
敬
訪
問
。
オ

イ
ス
カ
や
支
部
の
活
動
へ
関
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
研
修
生
O
B
・

O
G
や
、
地
元
の
皆
さ
ん
と
共
に
ヤ
ナ
ギ
を

1
0
0
本
植
え
、
26
年
の
オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ

ル
20
周
年
で
の
再
訪
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

��

��

��

��

公社
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大阪マラソンのオイスカ応援団は、緑ののぼりと法被が目印！
（26年2月22日）

引き倒し体験（25年6月21日）

『ツキを呼ぶ魔法の言葉』の著者、五日市氏の講演では、
オイスカの活動にも通じる「感謝の心」について語られた
（25年9月20日）

親
子
で
学
び
、
楽
し
む
森
林
体
験

「
山
・
林
・
S
U
N
」活
動

オ
イ
ス
カ
の
仲
間
づ
く
り
に
尽
力
！

収穫感謝祭は、昨年来場者数2,000人を超え、地元福岡市
早良区南部の一大イベントへと発展している（25年11月8日）

農
業
を
通
じ
た
人
材
育
成
と
地
域
活
性
化
を
図
る

第31回「オイスカ四国のつどい」を開催。四国研修センター
の研修生と会員との貴重な交流の機会ともなっている
（25年10月29日）

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
さ
ら
に
地
域
へ
輪
を
広
げ
る

「
子
供
の
森
」
計
画
を
中
心
に

広
報
・
資
金
支
援
に
注
力

関
西
支
部

広
島
県
支
部

　

6
月
21
日
に
、
廿
日
市
市
の
県
立
も
み
の

き
森
林
公
園
で
「
山
・
林
・Ｓ
Ｕ
Ｎ
」
活
動

を
実
施
。
12
家
族
43
名
の
親
子
に
四
国
研
修

セ
ン
タ
ー
の
研
修
生
ら
8
名
も
加
わ
り
、
総

勢
77
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
森
林
指
導
員
が

見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
は
ノ
コ
ギ
リ
を
使

っ
て
、
こ
ぶ
し
程
度
の
太
さ
の
木
を
安
全
に

伐
る
方
法
を
学
び
、
下
刈
り
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
を
引
い
て
木
の

生
長
を
妨
げ
る
雑
木
の
引
き
倒
し
体
験
も
行

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
木
工
教
室
で
は
、
丸
太

切
り
し
た
間
伐
材
や
木
の
実
、
小
枝
を
使
っ

た
ペ
ン
ダ
ン
ト
な
ど
、
思
い
思
い
の
作
品
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
然

に
親
し
み
、
森
づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

愛
知
県
支
部

　

25
年
度
も
、「
オ
イ
ス
カ
デ
ー
」
を
愛
知
県
支
部
、
安
城

推
進
協
議
会
主
管
で
開
催
。
当
日
は
、
会
場
と
な
っ
た
安

城
市
民
会
館
に
約
2
0
0
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
会
に
は
、

オ
イ
ス
カ
を
初
め
て
知
る
と
い
う
参
加
者
も
多
く
、
オ
イ

ス
カ
の
紹
介
や
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
生
の
日
本

語
で
の
挨
拶
、
五
日
市
剛
氏
を
講
師
と
す
る
講
演
を
通
じ

て
、
広
い
層
に
オ
イ
ス
カ
を
P
R
で
き
ま
し
た
。

四
国
支
部

　

25
年
度
は
「
常
に
会
員
と
共
に
在
る
を
旨
と
し
て
、
情
報

と
認
識
を
共
有
し
、
オ
イ
ス
カ
理
念
の
遂
行
に
邁
進
す
る
」

を
基
本
方
針
に
活
動
を
展
開
。「
四
国
の
つ
ど
い
」
や
尾
の
瀬

山
の
森
林
整
備
の
実
施
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
と
と
も
に
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
や
、
C
F
P
子
ど
も

親
善
大
使
を
10
年
ぶ
り
に
迎
え
て
の
地
元
小
中
学
生
や
企
業

と
の
交
流
で
オ
イ
ス
カ
理
解
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。

　

1
9
9
2
年
の
設
立
以
来
、
特
に
法
人
会

員
へ
の
「
子
供
の
森
」
計
画
支
援
の
働
き
か

け
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
J
R
西
日

本
に
よ
る
W
E
S
T
E
R
ポ
イ
ン
ト
を
通
じ

た
支
援
や
、
S
U
M
I
N
O
E
㈱
に
よ
る
株

主
優
待
カ
タ
ロ
グ
の
寄
附
メ
ニ
ュ
ー
掲
載
、  

ネ
ク
ス
タ
㈱
お
よ
び
顧
客
企
業
に
よ
る
広

報
・
寄
附
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
25
年
度
は
、
7
月
14
日
に
大
阪
市

内
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
「
子

供
の
森
」
計
画
子
ど
も
親
善
大
使
の
報
告
会

を
開
催
し
、
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま

た
オ
イ
ス
カ
が
寄
附
先
団
体
と
な
っ
て
い
る

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
出
走
す
る
ほ
か
、
応
援
団
と
し
て

も
多
く
の
会
員
が
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

西
日
本
支
部

　

西
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
が
行
う
、
国
内
外
の
青
少
年
育

成
活
動
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
年
間
を
通
し

て
農
業
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。  

ま
た
、
毎
年
11
月
に
開
催
し
て
い
る
収
穫
感
謝
祭
を
は
じ

め
、
米
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
い
も
ほ
り
体
験
な
ど
、  

九
州
の
各
推
進
協
議
会
や
会
員
企
業
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、  

25
年
度
も
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

��

� �

������
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協定区域外での被害木調査（25年10月25日）

甲州市立大和保育所（25年7月29日） 富士山の森づくり（25年7月5日）

Annual  Report  of  OISCA啓発普及事業

25
年
3
月
、
国
内
最
大
の
森
林

病
虫
害
と
し
て
知
ら
れ
る
マ
ツ
材

線
虫
病
（
通
称

：

松
く
い
虫
病
）

が
、
オ
イ
ス
カ
の
管
理
区
域
内
で

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
近
隣
市
の
海

岸
林
お
よ
び
諸
施
設
内
の
マ
ツ
林

か
ら
侵
入
し
た
と
み
ら
れ
、
管
理

区
域
周
辺
で
は
約
2
0
0
本
の
被

害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
、
26
年
6
月
中

旬
ま
で
の
対
応
策
を
計
画
し
、
全

国
の
支
援
者
か
ら
の
寄
附
金
を
財

源
と
し
て
、
伐
倒
や
破
砕
処
理
、

林
外
搬
出
、
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
よ
る
薬
剤
予
防
散
布
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旺
盛
な
繫
殖
力
に
よ
り

マ
ツ
の
生
長
を
阻
害
す
る
ク
ズ
と

の
戦
い
も
続
い
て
い
ま
す
。
林
業

者
の
作
業
を
補
完
す
る
形
で
、
25

年
度
も
1
3
0
0
人
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ク
ズ
の
除
去
に
取

り
組
み
、
マ
ツ
の
健
全
な
生
育
を

守
り
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
立
ち
向
か
い
な
が
ら
、

地
域
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
る

「
強
い
防
災
林
」
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

マ
ツ
材
線
虫
病
と
の

徹
底
抗
戦
宣
言

海
岸
林
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宮
城
県
名
取
市
）

地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動
で

自
然
も
人
も
元
気
に
！

森
の
恵
み
を
、
子
ど
も
た
ち
へ

地
域
で
つ
な
ぐ
木
育
の
輪

全
国
の
森
づ
く
り

2025年度  活動実績

2025年度

343人
累計（2011年～）

11,505名

雇 用

2025年度

1,360人
2025年度

2,918万円
累計（2011年～）

16,607名
累計（2011年～）

10億1,508万円

ボランティア

2025年度  活動実績

活動回数

62回
参加人数

2,688人

木育・森のつみ木広場

2025年度  活動実績

活動回数

41回
参加人数

3,309人

地域の環境保全活動

活動回数

18回
参加人数

1,273人

協働の森づくり

寄附金等

※自由参加型イベント等7回分の参加者は除く ※富士山の森づくりを含む※海岸林再生プロジェクトを含む

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

国
内
環
境
保
全
活
動

25
年
度
も
、
企
業
や
行
政
、
林

業
者
な
ど
と
の
協
働
に
よ
る
森
づ

く
り
を
各
地
で
進
め
ま
し
た
。
07

年
に
開
始
し
た「
富
士
山
の
森
づ

く
り
」
を
は
じ
め
、
活
動
が
10
年

以
上
継
続
し
て
い
る
事
例
も
増
え
、

環
境
整
備
だ
け
で
な
く
、
森
の
材

を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
の
活

性
化
を
促
進
す
る
動
き
も
活
発
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
支
部
が
主
体
と

な
っ
て
実
施
す
る
地
域
の
環
境
保

全
活
動
で
は
、
支
部
会
員
だ
け
で

な
く
、
広
く
地
元
住
民
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
へ
の
環
境
教
育
を
盛
り
込
ん

だ
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
研

修
生
を
交
え
て
行
う
活
動
も
継
続

的
に
実
施
し
、
参
加
者
同
士
の
交

流
を
楽
し
み
な
が
ら
自
然
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

森
の
つ
み
木
広
場

全
国
各
地
で
推
進
し
て
い
る

「
森
の
つ
み
木
広
場
」。

25
年
度
、
山
梨
県
甲
州
市
で
は

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
オ

ル
ビ
ス
株
式
会
社
と
の
協
働
で
整

備
し
て
き
た
「
甲
州
市
・
オ
ル
ビ

ス
の
森
」
の
木
材
を
地
域
の
木
工

所
で
つ
み
木
に
加
工
し
、
市
内
の

保
育
所
12
園
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

全
園
で
「
つ
み
木
広
場
」
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
先
生
方
を
対
象

と
し
た
「
木
育
ス
ク
ー
ル
」
も
開

催
し
、
木
育
の
意
義
や
地
域
材
の

活
用
、
子
ど
も
の
発
達
へ
の
効
果

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
を

提
供
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
、
今
後
さ

ら
に
地
域
材
を
活
か
し
た
木
育
の

拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

森
で
育
っ
た
木
が
つ
み
木
と
な

り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
と
学
び

に
つ
な
が
る
。
森
の
循
環
を
地
域

の
中
で
実
感
で
き
る
木
育
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

木
育
推
進
事
業
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決算報告
一般正味財産／経常増減の部

評議員・役員等名簿
2026年7月1日現在／※は常勤役員（五十音順）

海外開発協力事業
163,685,807

「子供の森」計画事業
67,313,227

人材育成事業
342,081,818

啓発普及事業
175,329,826

法人会計
37,766,940

収益事業
35,662,195

経常費用

821,839,813

受取会費
118,325,500

事業収益
203,222,188

受取補助金等
28,092,463受取負担金

192,769,555

受取寄附金
278,889,524

雑収益
8,298,018

特定資産等運用益
18,490,736

経常収益

848,125,465

基本財産運用益
37,481

2025年4月1日から2026年3月31日まで／単位 ： 円
※当期収支差額は、次期繰越金（26,285,652円）として計上しています

顧問

参与

小林　健
篠沢　恭助
筒井　義信
前田　耕一
桝本　晃章
松尾　新吾
山口　明夫
上村　良成
岡本　知之
小川　信也
落合　偉洲
梶谷　辰哉
亀井　文行
木島　正芳
久和　進
黒栁　俊之
小林　泉
清水　光朗
杉下　恒夫
田中　美津江
中村　茂樹
中村　陽子
永島　智子
町村　均
壬生　守也
宮嶋　嘉則
宮原　美智子
宮本　伸一
山下　雅子

日本商工会議所 会頭
資本市場研究会 顧問
日本経済団体連合会 会長

中国電力㈱ 顧問
日本原子力文化財団 前理事長

九州電力㈱ 元会長
経済同友会 代表幹事

関西支部 会長 /JR 連合 会長
㈻中野学園 オイスカ浜松国際高等学校 校長
岐阜県支部 会長
静岡県支部 会長
SGEC/PEFC ジャパン 副会長
宮城県支部 会長
元東京入国管理局長
富山県支部 会長
元（独）国際協力機構理事
大阪学院大学国際学部 教授
長野県支部 会長
国際開発機構 理事長

山梨県支部 会長
SOMPO環境財団 専務理事

NPO法人メダカのがっこう 理事長
UAゼンセン 会長
北海道支部 会長
電力総連 会長
CELCO JAPAN 特別顧問
くまもと未来創造基金 プログラムオフィサー
広島県支部 会長
社会保険労務士

（公社）

（公財）

（一社）

会長
評議員

理事長
副理事長
専務理事
常務理事
理事

監事

顧問

渡辺　利夫
赤阪　清隆
井上　康信
岡田　康男
神野　重行
佐藤　百合
進士　五十八
中村　利雄
長井　啓介
ペマ　ギャルポ
マリ　クリスティーヌ
森本　英香
中野　悦子※

廣瀬　道男※

永石　安明※

森田　章※

泉　　雅文
瓜生　道明
榎原　美樹
大野　泉
樋泉　克夫
光岡　保之
湧井　敏雄
梶川　幹夫
神山　敏夫
荒木　光弥
石井　淑雄
逢見　直人
太田　猛彦

拓殖大学 特別顧問
英語教育協議会 理事長

拓殖大学 常務理事
弁護士
三重産業㈱ 代表取締役
アジア経済研究所 名誉研究員
東京農業大学 名誉教授・元学長
全国中小企業振興機関協会 会長

四国電力㈱ 取締役会長
岐阜女子大学 南アジア研究センター センター長
東京女子大学現代教養学部 客員教授
早稲田大学法学部 教授／元環境事務次官
代表理事
代表理事
業務執行理事
業務執行理事
四国支部 会長
西日本支部 会長
映像ジャーナリスト
政策研究大学院大学 名誉教授
愛知県立大学 名誉教授
愛知県支部 会長
首都圏支部 会長
明治安田生命保険相互会社 顧問
税理士・公認会計士
㈱国際開発ジャーナル社 編集主幹
㈱石井 代表取締役会長
富士社会教育センター 理事長

東京大学 名誉教授

（公財）

（公財）

（公財）

（一財）

技能実習にかか
る負担金収入が
８割を占めます

外務省の日本NGO
連携無償資金協力と
JICA草の根技術協
力の助成を含みます

（一財）

（一財）
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いすゞ自動車株式会社／インフロニア・ホールディングス株式会社および前田建設工業株式会社／エプソン販売株式会社／
株式会社エムアイシーグループ／オイスカ国際活動促進福岡県議会議員連盟／株式会社大江鐵工／株式会社オギノ／花王株式会社／
株式会社関電工／九州電力株式会社／九州電力生活協同組合／九州電力労働組合／京セラ労働組合／株式会社クラフティア／
株式会社クラレ／KDDI株式会社／COSMOエコ基金／コニカミノルタ労働組合／サミット株式会社／
株式会社シアーズホームグループHD／株式会社ジェイアール西日本マルニックス／株式会社ジェイエイシーリクルートメント／
株式会社ジェーシービー／鈴健興業株式会社／住友化学株式会社／住友重機械工業株式会社／セコム株式会社／
全国化学労働組合総連合／全国電力関連産業労働組合総連合／仙台トヨペット株式会社／タイ王国大使館／株式会社髙島屋／
デリシャス株式会社／テルモ株式会社／東急株式会社／東京海上日動火災保険株式会社／東京海上ホールディングス／
東京センチュリー株式会社／中村工業株式会社／日本鉄道労働組合連合会／日本労働組合総連合会／
ネクスタ株式会社／株式会社Hacoa ／株式会社ビームス／株式会社フレックスインターナショナル／株式会社プロネクサス／
公益財団法人ベルマーク教育助成財団／ THE BOEING COMPANY／一般社団法人北海道CGCみどりとこころの基金／
松中恵子グリーンプロジェクト／株式会社maruichi ／丸眞株式会社／三菱自動車工業株式会社／
一般財団法人山梨県森林総合コンサルタント／UAゼンセン／ラブ・グリーンの会／リタ・マークス株式会社／
ロクシタンジャポン株式会社／ロジスティード株式会社／ロジスティードまごころ基金

【北海道】石川隆【秋田県】森田克彦【宮城県】日向一郎【福島県】根本守／根本明美【茨城県】川崎浩【千葉県】堤義員
【埼玉県】石見すみえ【東京都】雨谷麻世／鈴木和代／新倉和歌子／古澤アイコ【神奈川県】山田雅則【富山県】久和進
【静岡県】太田めぐみ／小関好男／木佐森優美／松井徳之進【愛知県】明保澄雄／神野重行／工藤泰子／長田昭吾／平吹禎佑／
水野宏幸／森藤左ェ門／吉川久喜子【三重県】川瀬善靖【京都府】井口文子【兵庫県】辻良雄【岡山県】池田浩二
【香川県】安部雅之／泉雅文／新池谷哲夫／真屋正明／八十川紀夫【山口県】荒瀬欽志【福岡県】麻生誠／瓜生道明／大橋あやこ／
薦田稔／副田雅子／古川淑子／松中信彦／山本哥子【宮崎県】坂元義孝／中武喜久代
※2025年4月1日～2026年3月31日の1年間で寄附の合計が法人50万円、個人10万円以上の方を掲載しています。　※五十音順・敬称略

※2026年7月1日現在。　※都道府県別・五十音順・敬称略

ご支援ありがとうございます
オイスカの活動は、賛助会員をはじめとする多くの皆さまの温かいご協力により支えられています。

【北海道】株式会社伊藤組／株式会社ライラック自工【福島県】石見登美男【長野県】小林作義／谷口瑞枝／遠山一夫
【富山県】紙ぷらす株式会社【静岡県】浅田多喜子／株式会社静岡新聞社／静岡放送株式会社／一般社団法人未来浜松
【愛知県】あいち豊田農業協同組合／あいち三河農業協同組合／佐藤鋹弘／萩原長治／明興産業株式会社／株式会社森島商店／
山中従天医館【岐阜県】安八町役場／池田町役場／恵那市役所／大垣市役所／株式会社加藤組／岐阜縣商工会議所連合会／
岐阜市役所／株式会社岐阜新聞社／神戸町役場／夏目保明／羽島市役所／株式会社不二産業／矢橋工業株式会社／養老町役場／
輪之内町役場【香川県】株式会社朝日段ボール／綾川町役場／宇多津町役場／有限会社香川テストセンター／坂出市役所／
さぬき市役所／直島町役場／長野泰三／東かがわ市／株式会社百十四銀行／三木町役場／【愛媛県】愛媛トヨペット株式会社／
松山商工会議所【福岡県】株式会社九建／原貴子／福岡県／福岡市役所／松永満男【佐賀県】千々岩龍郎
【大分県】九州共同発電株式会社【宮崎県】株式会社テレビ宮崎

オイスカでは、賛助会員を40年以上継続してくださっている方々に、
日ごろの感謝の気持ちを込めて特別功労賞（50年）、功労賞（40年）を贈呈しています。
長年にわたるオイスカの活動へのご支援に心から感謝申し上げ、ここにご紹介いたします。

■特別功労賞　1976（昭和 51）年度入会

【北海道】杉井恭子【宮城県】株式会社パシフィック【茨城県】折原一己【群馬県】高松啓三【長野県】株式会社井上／
オリオン機械株式会社／キッセイ薬品工業株式会社／信越定期自動車株式会社／株式会社テレビ信州／
一般社団法人長野県経営者協会／長野県信用組合／長野信用金庫／鍋林株式会社／株式会社みすずコーポレーション
【富山県】株式会社富山銀行【静岡県】杉山浩子／鈴与株式会社【岐阜県】イビデン株式会社／野村哲朗
【香川県】四国電力株式会社【福岡県】篠栗町役場／冨安イツ子【佐賀県】岩尾雄四郎

■功労賞　1986（昭和 61）年度入会

ご支援いただいた企業・団体・個人の皆さま

オイスカ賛助会員功労賞贈呈者のご紹介
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